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表紙・図面リスト
Ｍ－０１

Ⅰ 工事概要

１．工事場所

２．建物概要

３．工事種目（●印のついたものが対象工事）

建物別及び屋外 工 事 種 別
工事種目 屋 外
○ 空気調和設備
○ 換気設備
○ 排煙設備
○ 自動制御設備
○ 衛生器具設備
● 給水設備
● 排水設備
○ 給湯設備
○ 消火設備
○ ガス設備

４．指定部分   ○ 無　　　　　○ 有　　　指定部分工期：令和 　年 　月 　日
対象部分（　　　　　　　　　　　　　）

５．設備概要 （●印の付いたものを適用する。）

方式及び種別 設　　　備　　　概　　　要

Ⅱ 工 事 仕 様

１．共通仕様
図面及び特記仕様に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の
「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和７年版）」（以下，「標準仕様書」と
いう｡)及び国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課制定「公共建築設備工事標準図

２．特記仕様
●印の付いたものを適用する。

空気調和方式 ○ダクト方式（○中央　○各階ユニット）
　　　　　　　○ファンコイル・ダクト併用方式　○パッケージ方式

（機械設備工事編）（令和７年版）」（以下，「標準図」という｡)による。

章 項 目 特 記 事 項

○ 建築基準法に基づき定まる風圧及び積雪荷重の算定は次の条件による。
○　風圧力
　　風速（Vo＝　　　　m/s)、地表面粗度区分（　　　　　　　　）
○　積雪荷重
　　平成12年

● （１）本工事に使用する材料・機材等は設計図書に定める品質及び性能の他、
通常有すべき品質及び性能を有するものとする。

（２）別表に機材等名が記載された製造業者等は次の①から⑥すべて事項を
満たす証明となる資料を提出し監督職員の承諾を受ける。ただし、次

　①品質及び性能に関する試験データを整備していること。
　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。
　③安定的な供給が可能であること。
　④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。
　⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
　⑥販売、保守等の営業体制が整えられていること。

の①から⑥すべての事項を評価された事を示す外部機関が発行する
書面を提出し監督職員の承諾を受けた場合は、証明となる資料の提出

別　表　（品質及び性能に該当する材料・機材等）

機械設備工事機材承諾図様式集（令和４年版）によるほか、監督職員の指示

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性

（１）本工事において、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平

●
による。

●
　    成12年法律第100号）に基づく、「環境物品等の調達の推進に関する基本
　    方針（令和7年1月閣議決定）」による特定調達品目の判断の基準を満た

能を有すると共に、次の①から④までを満たすものとする。
　①合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、
　　ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、
　　壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセ

　　料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に
　　応じた材料を使用する。
    

　②接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量
　　が少ない材料を使用する。
　③接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－２－エ
　　チルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加され

　④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器
　　類は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散

    

    

● ●配管施工（配管工事）  ○建築板金施工（ダクト製作及び取付け）
○熱絶縁施工（保温工事）
○冷凍空気調和機器施工（チリングユニット，パッケージ形空気調和機の据付け及び整備）

○ ※別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。
○本工事で設置する。　（　　　　　図参照）
　足場を設ける場合は、「「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基
　づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法
　による足場の組立て等の作業に関する基準」における２の（１）手すり据
　置き方式又は（２）手すり先行専用足場方式により行う。

 

● イ）管周囲の保護　※山砂の類（ただし、コンクリート管の周囲は

○ （１）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。
（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は原則として表示された数値以下
  　　とする。

○ 50 Hzとする。
○ 換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護

規格は製造者規格による標準品としてもよい。
○ 設備機器の固定は、次に示す設計用地震力に耐える方法とする。

（１）設計用水平地震力
　　　機器の重量［kN］（水槽類は満水時の液体重量を含む設備機器総重量）
　　　に、地域係数1.0及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

 設計用標準水平震度
特定の施設 一般の施設

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

　 上 層 階
2.0 1.5 1.5 1.0

　中間階

　地階・１階

2.0 2.0 2.0 1.5
2.0 1.5 1.5 1.0

機　　　　　器
防振支持の機器
水　　槽　　類

機 器 種 別

1.5 1.0 1.0 0.6
1.5 1.5 1.5 1.0
1.5 1.0 1.0 0.6
1.0 0.6 0.6 0.4
1.0 1.0 1.0 0.6
1.5 1.0 1.0 0.6

　屋上及び塔屋

・上層階とは地階を除く２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、
  10～12階建の場合は上層３階、13階以上の場合は上層４階とする。
     
・水槽類にはオイルタンクを含む。
・重要機器は次による。
 ［名称：　　　　、記号：　　　　］［名称：　　　　、記号：　　　　］
 ［名称：　　　　、記号：　　　　］［名称：　　　　、記号：　　　　］
 ［名称：　　　　、記号：　　　　］［名称：　　　　、記号：　　　　］
 ［名称：　　　　、記号：　　　　］［名称：　　　　、記号：　　　　］

（２）設計用鉛直地震力
　　　設計用水平地震力の１／２とする。

○ 各機器の個別運転調整後に次の総合調整を行い、測定報告書を提出する。
○風量調整　　　○水量調整　　　○室内外空気の温湿度の測定
○室内気流及びじんあいの測定　　○騒音測定　　

● 特記されていない弁等のサイズは機器付属品を除き接続配管のサイズと同じとする。
○ 図示の箇所に施工する。

施工方法は「標準図」建築物導入部の変位吸収配管要領（一）、（二）によ

○ 取り付け箇所及び仕様は図示による。
○ 標準仕様書記載以外の天井吊形、カセット形、天井隠ぺい形の機器の支持は

吊り用ボルトで行い、振れ止めを施したものとする。
○ イ）ポンプ、屋外機器及び屋外の配管・ダクトに使用する支持金物はステン

    レス製（SUS304）とする。
ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。
ハ）冷水及び冷温水管の吊バンド等の支持部は、合成樹脂製の支持受けを
    使用する。

● １) 地中埋設標（図示の位置）　　　　※要　　○不要 

● 工事区分表による。
○ ○保温を行わない居室・便所・湯沸室及び屋外の露出配管（鋼管）、ダクト

○図示による。
○ 電線及びＥＭケーブルは標準仕様書第４編１.５.１表４.１.11による。

○

○ 取付箇所は図示による。

○ 板厚は煙道径300mm以下は3.2mm、300mmを超えるものは 4.5mmとする。
煙道を設置する場合、ばいじん測定口（口径100φ、タッピング）を設けること。

（長辺の長さが1,500mm以下の部分） 〇アングルフランジ工法）

○ 取付箇所は図示による。取付面は監督職員の指示による。

○ １）防煙ダンパー　　　復帰方式　遠隔式
２）ピストンダンパー　復帰方式　遠隔式

○ イ）冷温水管　　　　　　※配管用炭素鋼鋼管（白）
ロ）冷却水管　　　　　　※配管用炭素鋼鋼管（白）
ハ）蒸気管　（給気管）　※配管用炭素鋼鋼管（黒）
　　　　　　（還管）　　※圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）(Sch40)
二）油管、油用通気管（一般）　※配管用炭素鋼鋼管（黒）
　　　　　　　　　　（土中）　※ポリエチレン被覆鋼管
ホ）膨張管、空気抜き管、膨張タンクよりボイラー等への補給水管
　　　　　　　     ※配管用炭素鋼鋼管（白）

ト）空調用排水管　　　　※配管用炭素鋼鋼管（白）

チ）冷媒管　　　　　　　※断熱材被覆銅管（難燃性）

○ ※５Ｋ
呼び径65Ａ以上の弁は、バタフライ弁とする。

○ ○ベローズ形　○スリーブ形

○ 円形指示計とする。

○ 止水コック付とする。　（※　固定形　　○　着脱形）
着脱形の流量指示部（○40Ａ用　個、○100Ａ用　個、○250Ａ　個）を付属。

○ イ）内貼を施すチャンバー類の表示寸法は、外形寸法を示す。
ロ）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び
  ダクト系統で消音内貼りしたチャンバーには、点検口を設ける。なお、
  大きさは図示による。

ハ）外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバーは雨水の滞留のない
  ように施工する。

○
ロ）建物内のエア抜き管の保温は、標準仕様書第２編３.１.４表２.３.２

  温水管の項による。（エア抜き弁以降の配管は除く。）
ハ）屋外露出管（弁、フランジを含む）の保温は、標準仕様書第２編
  ３.１.４表２.３.３　Ｅ２・(ハ)とし厚さは呼び径25ｍｍ以下は50ｍｍ、
  呼び径32ｍｍ以上は40ｍｍとする。

ニ）還気ダクトの保温 ※不要　○要（保温の厚さ25ｍｍ、範囲は図示による）
ホ）外気取り入れダクト及びチャンバーボックスの保温　※要　○不要
ヘ）排気ダクトは外壁開放部より１ｍ程度を保温する。
ト）冷媒管の保温外装

居室露出部　※保温化粧ケース（樹脂製）
屋外　　　　○保温化粧ケース（樹脂製）

○ 次の部位に使用するダクトには塗装を行う。
　○制気口ボックス内面（居室・便所の見えかかり部）
　○図示による。

※低圧ダクト（長方形ダクトは　※コーナーボルト工法

○ ［ 空気調和設備の当該事項に準ずる。］
　○ダクト　　　　○風量測定口　　　　○ダンパー
　○チャンバー　　○塗装

○ ○別契約工事　　○本工事

○ アングルフランジ工法とする。
○亜鉛鉄板　○ステンレス鋼板（SUS304）

（板厚は衛生器具表空調１の厨房排気ダクトの板厚表による）

○ イ）材質（天幕とも）　○ステンレス鋼板（SUS304） ○
ロ）フード周囲の天幕
ハ）フードコック

○ イ）厨房系統、浴室系統（シャワー室及び脱衣室を含む）系統のダクトの
  シールは「標準図」シールの施工例（一）、（二）のＮシール＋Ａシール＋

○ 空気調和設備の当該事項による他、全熱交換ユニットの給気及び排気ダクト

○ ○亜鉛鉄板　　○普通鋼板（厚1.6㎜）

○ ○パネル形　（○天井取付　○壁取付）

○ ○電気式（遠隔操作　○要　　○不要）

○ 建築設備定期検査業務基準書2023年版（(一財)日本建築設備・昇降機センター）
の排煙風量の検査方法に準じる。

● イ）親メーター用　●水道事業者指定品　○「標準図」量水器桝
ロ）子メーター用　○水道事業者指定品　○「標準図」量水器桝

○塩ビライニング鋼管（○VA　○VB）
○ポリ粉体ライニング鋼管（○PA　○PB)

ロ）土間配管（厨房、浴室等のシンダー内含む） 

○塩ビライニング鋼管（○VD）

ハ）屋外地中　●ポリエチレン二層管　 ●水道配水用ポリエチレン管（φ65以上）

● イ）水道直結部分　※10Ｋ
ロ）その他の部分　※５Ｋ

○ ※化粧ケーシング（※アルミニウム合金製　○合成樹脂製）　○伸縮式　

● イ）屋内（○一般水栓　○耐寒水栓）　屋外（●耐寒水栓　○一般水栓）
ロ）湯沸室、台所、厨房用水栓は泡沫式とする。耐寒水栓はＪＷＷＡの認証品とする。

● イ）一般敷地内（０．６ｍ以上）  ロ）敷地内車両通行部分（０．６ｍ以上）

○ 屋外露出管（弁、フランジを含む）の保温は、標準仕様書第２編３.１.５表２.３.５ e2 ・ウとし
厚さは呼び径２５ｍｍ以下は５０ｍｍ、呼び径３２ｍｍ以上は４０ｍｍとする。

● イ）屋内汚水配管

ロ）屋内雑排水管

ハ）屋外汚水、雑排水管
※硬質ポリ塩化ビニル管（VP）

ニ）通気管
ホ）ポンプアップ排水管（汚水系）

（雑排水・湧水系）

○ 図示の位置に取り付ける。

○

○ ※ステンレス鋼管(SUS304)  ○
（膨張管及び補給水タンクよりボイラー等への補給水管を含む）

○ 給水設備の当該事項による。

○ 湯沸器の給排気筒（二重管）のいんぺい部保温を行う。
（保温の種別は標準仕様書第２編３.１.５表２.３.５のｈ･ア･Ⅸとする）

○ イ）屋内消火栓配管
地中 ※外面被覆鋼管（SGP-VS）

ロ）連結送水配管
地中 ※外面被覆鋼管（STPG-370VS）

○ ○易操作性１号消火栓　○２号消火栓　○広範囲型２号消火栓　○１号消火栓　

○ ※１０Ｋ

○ イ）充水タンクの保温は、標準仕様書第２編３.１.５表２.３.５　鋼板製タンクの項による。
ロ）消火配管の保温は、標準仕様書第２編３.１.５表２.３.５　給水管の項による。
ハ）屋外露出管については給水管に準ずる。

○ イ）一般
ロ）地中埋設部

○ポリエチレン被覆鋼管

○ ○実測式 ○パルス式 ○貸与品

○ 貸与品　　（○　50kg　○○本）
イ）集合装置
ロ）転倒防止等

　　　　　　　　　○容器固定具をＧＬ＋300に追加設置する。

○ ○本工事（図示の箇所に取り付ける）（○分離形　○一体形）○別契約工事
外部出力端子　（○有　　○無）

○ イ）一般敷地内（○．○ｍ以上）  ロ）敷地内車両通行部分（○．○ｍ以上）

を省略することができる。

　    す環境物品等を選択するよう努める。
　    ただし、公共工事分野の特定調達品目の機材を使用する場合は、判断の
　    基準を満たすものとする。

・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。

２) 埋設表示テープ（排水管を除く）  ※要　　○不要

※ビニル管（RF-VP，衛生器具との接続部分に限る)

ニ）冷媒管の吊り用支持受け材として保護プレートを、断熱材被覆銅管と吊
    り金物との間に設け、自重による断熱材の食込みを防止する。

建　物　名　称 構　造
階数 建築基準法による 消防法施行令

備　考
別表第１の区分

人工芝グラウンド
階建 地下 塔屋 延べ面積(㎡)

台所流し等の床上露出部分の配管は、塩ビ管（RF-VP）でもよい。

適 用 区 分

機 材 の 品 質 等

環 境 へ の 配 慮

機 材 の 承 諾 図

技 能 士 の 適 用

足 場 そ の 他

埋戻し土

電 源 周 波 数

耐 震 施 工

容 量 等 の 表 示

電 動 機

総合試運転調整

建物導入部配管の変位吸収

支持金物･固定金具

他工事との工事区分
塗　　　装

弁 等 の サ イ ズ

絶縁継手取付箇所
支 持 及 び 固 定

地 中 埋 設 標 等

電　線　類

設 計 温 湿 度

ば い 煙 濃 度 計

鋼 板 製 煙 道

ダ ン パ ー

弁 　 　 　 類

温 　 度 　 計

チ ャ ン バ ー

塗 　 　 　 装

風 量 測 定 口

配 管 材 料

鋼管用伸縮管継手

瞬 間 流 量 計

保 　 　 　 温

（煙道径400mmを超えるものには、掃除口に蝶番を取り付けること。）

準 拠 事 項

厨房用排気ダクト

多湿箇所の排気ダクト

開放形湯沸器用排気フード

厨房用排気フード

保 　 　 　 温

ダ 　 ク 　 ト

排煙口開放及び復帰方法

排 煙 口 の 形 式

排煙風量測定方法

量 水 器 桝

弁 　 　 　 類

給 　 水 　 栓

保 　 　 　 温

量 水 器

不 凍 水 栓 柱

埋 設 深 さ

配　管　材　料

台所流し等の排水管

満 水 試 験 継 手

配　管　材　料

配　管　材　料

屋内消火栓種別

保 　 　 　 温

弁 　 　 　 類

保 　 　 　 温

屋内消火栓開閉弁

配　管　材　料

ガ ス ボ ン ベ

ガス漏れ警報器

親 メ ー タ ー

埋　設　深　さ

●引 込 納 付 金 等 ○要　（本工事に費用は含まない）　　●不要

放 流 納 付 金 等● ●要　（本工事に費用は含まない）　　○不要

○水質の測定（○飲料水 ○雑用水 （※本工事に費用は含まない））

〇高圧１ダクト（ 適用範囲は図面による ）

イ）蒸気還り管は保温不要とする。（屋内露出は除く）

○子 メ ー タ ー ○実測式 ○パルス式 ○買取り

○衛生器具ユニット 別図による。

へ）空調用補給水管　　　※ステンレス鋼管（SUS304）
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般

共

通

事

項

○スリット形（○天井取付　○壁取付）
○ダンパー形（○天井内取付　○　　）

排煙口から手動開放装置への配線は、標準仕様書第４編１.５.１ 表４.１.11
による耐熱・耐火ケーブルとする。

機　　　　　器
防振支持の機器
水　　槽　　類
機　　　　　器
防振支持の機器
水　　槽　　類

別図による。不活性ガス消火設備○

泡 消 火 設 備○ 別図による。

鋳鉄製ボイラー鋼製簡易ボイラー 鋼製小型ボイラー
真空式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）

吸収冷温水機
鋼製ボイラー

遠心冷凍機
チリングユニット及び空気熱源ヒートポンプユニット

無圧式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）

吸収冷温水機ユニット 冷却塔
ユニット形空気調和機 ファンコイルユニット及びカセット形ファンコイルユニット
コンパクト形空気調和機 パッケージ形空気調和機 マルチパッケージ形空気調和機
ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機 エアフィルター（パネル形,折込み形） 自動巻取形エアフィルター
電気集じん器 全熱交換器（回転形,静止形） 遠心送風機（多翼形送風機）
斜流送風機 軸流送風機 消音ボックス付送風機
横形遠心ポンプ
立形遠心ポンプ

水中モーターポンプ（汚水用,雑排水用,汚物用）
風量ユニット（定風量・変風量） 自動制御システム

衛生器具ユニット
ＦＲＰ製パネルタンク

密閉形隔膜式膨張タンク（空調用,給湯用）
ステンレス鋼板製パネルタンク（溶接組立形）

スプリンクラー消火システム
不活性ガス消火システム 泡消火システム ハロゲン化物消火システム
厨房システム マンホールふた・弁桝ふた

ステンレス鋼板製パネルタンク（ボルト組立形）

●親メーター　（※貸与品　○買取り）
　　　　　　　（○現地表示式(直読式)　○遠隔表示式(○電文式　○パルス式)）
○子メーター　（○貸与品　※買取り）
　　　　　　　（○現地表示式(直読式)　○遠隔表示式(○電文式　○パルス式)）

●

ステンレス鋼管に取付ける弁類は、ステンレス製とする。
ハ）呼び径65Ａ以上の弁は、バタフライ弁とする。

ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

ダ  ク  ト○

なお、特記事項の選択する事項のうち、●印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

○配 　 　 　 　 管 （１）ステンレス鋼管の接合は、下記による。
　　　※呼び径60Su以下（ ○SAS322を満足した継手（　　　）　○　　 ）
（２）溶接部の非破壊検査　　※不要　　〇要（　　　　　　　　　）

ただし、重量１kN以下の一般機器について、製造者の指定する固定方法を採
用する場合はこの限りではない。

根切り土の良質土）
ロ）埋戻し土　※根切り土の中の良質土　〇山砂の類

○ 電線及びＥＭケーブルは標準仕様書第４編１.５.１表４.１.11による。
屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。
天井内隠ぺいのケーブルは、図面に特記がなければころがし配線とする。

計 装 用 配 線

自
動
制
御
設
備

○ 別図による。システム構成
その他

主要熱源機器 ○鋼製ボイラー　　　○鋼製簡易ボイラー　○小型貫流ボイラー
○簡易貫流ボイラー　○鋳鉄製ボイラー　　○鋳鉄製簡易ボイラー
○温風暖房機　　　　○温水発生機（○真空式　○無圧式）
○チリングユニット　○空気熱源ヒ－トポンプユニット　○吸収冷凍機
○吸収冷温水機　　　○吸収冷温水機ユニット　○パッケージ形空気調和機
○マルチパッケージ形空気調和機

　換気設備 ○１種換気　○２種換気　○３種換気
　排煙設備 ○建築基準法　　○消防法
自動制御設備 ○電気式　○電子式　○デジタル式
　給水方式 ●水道直結方式　　○水道直結増圧方式

○高置タンク方式　○受水タンク＋ポンプ直送方式
　排水方式 建物内の汚水と雑排水（○分流式　○合流式）

ポンプ排水　　○有（○汚水　雑排水　○湧水）　●無
放流先　　汚　水（●直放流下水管　○浄化槽）
　　　　　雑排水（●直放流下水管　○浄化槽）

　消火設備 ○屋内消火栓設備　○スプリンクラー設備　○泡消火設備
○粉末消火設備　　○不活性ガス消火設備（○　　　　　　）
○連結送水管設備　○連結散水設備　○フード等用簡易自動消火装置

　ガス設備 ○都市ガス（種別　　　、高位発熱量　　　MJ/?(N)、低位発熱量　　　MJ/?(N)、
　供給圧力　　Pa、一般ガス導管事業者名：　　　　　）　　○液化石油ガス

　給湯設備 ○局所式　○中央式

施設の分類

　　　　　　　　　　　　　　　　　○配管用炭素鋼鋼管（白）

ロ）水抜き管　　○　要　　　○　不要
  Ｂシールとする。

　　　　　　　　　（　○（ａ）　○（ｂ）　）

○案内板等 機器等の取扱い方法及び系統を書いた図面呼称Ａ１の図面（　枚）をプラスチ
ックケースに入れ、監督職員の指示する場所に設置する。
屋外に設置する危険物表示版等の材質はアルミニウム製とする。

 ［名称：　　　　、記号：　　　　］［名称：　　　　、記号：　　　　］

る。　（　○（ａ）　　○（ｂ）　　○（ｃ）　）

配　管　材　料 イ）一般配管　※ステンレス鋼管（SUS304）●

○ポリ粉体ライニング鋼管（○PD)

※リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管(RS-VU)

※配管用炭素鋼鋼管（白） 

※排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

※排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

※排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（圧送MD）
○排水用ノンタールエポキシ塗装鋼管（圧送MD）

〇硬質ポリ塩化ビニル管（VP）

一般 ※配管用炭素鋼鋼管（白）

一般 ※圧力配管用炭素鋼鋼管（Sch40）

○ガス事業者の規定による ○配管用炭素鋼鋼管（白）
○ガス事業者の規定による ○ガス用ポリエチレン管

○「標準図」液化石油ガス容器廻り配管要領による ○本立て
○「標準図」液化石油ガス容器転倒防止施工要領

※ステンレス鋼管（SUS316） 

○保温化粧ケース（○亜鉛めっき鋼板製　〇SUS製）

　　トアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

　　ていない材料を使用する。

　　しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

には塗装を行う。

外気条件
一般系統

屋内(調整目標)

温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)

28 ℃

19 ℃

45 ％

40 ％

   ℃    ％

   ℃    ％

   ℃    ％
   ℃    ％
   ℃    ％
   ℃    ％
   ℃    ％

９時
12時
14時
16時

夏季

冬季

（定格入力はＤＣ24Ｖ、0.7Ａ以下とする。）

（チャンバーボックスを含む）

（フード面から天井面まで） ○取り付ける ○取り付けない
○取り付ける ○取り付けない

　　建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　　）

監視・制御システムの○ 外部ネットワークと接続する制御システム
○　あり（対象設備　　　　　　　　　　）　○　なし
外部ネットワークとの接続する箇所の不正アクセス防止対策
○　ファイアウォール　　　○　統合脅威管理（UTM）
盤・キャビネットの錠の鍵
○　製造者の標準鍵
○　鍵の指定あり
　　対策機器（○監視盤　○自動制御盤　　○　　）

サイバーセキュリティ

の保温を行う。

※排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（圧送MD）
○排水用ノンタールエポキシ塗装鋼管（圧送MD）

鶴岡市高坂地内

鶴岡市人工芝グラウンド整備機械設備工事　特記仕様書

２９７６３．１６

新 設
新 設
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給水設備　屋外平面図
Ｍ－０２

GL

埋設表示テープ

400＋Ｄ

30
0

山砂埋戻し

在来良質土埋戻し

70
0 
+ 
D

60
0

Ｄ 給水
φ

10
0+
D

給水管 管路断面（敷地内）

舗装等仕上げ

（建築工事）

50

（AL-W150 給水）

給水管使用しない計画のため
既設分岐部分含めた離脱防止
措置を行い、道路上の制水弁
を残置とした閉栓処理を行う。

【別途工事による閉栓工事】

既設引込み給水管Ｂ DIPφ100

既設引込み給水管Ａ DIPφ100

【本工事使用】
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管
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以降　管理棟工事

以降　屋外トイレ工事

以降　管理棟工事

既設制水弁φ100

既設制水弁φ100

：地中埋設標（鉄製）

－

【管理棟系統１】
ボール式止水栓 50mm
弁きょう共

－

－

－

－
－

－

散水栓 13mm
散水栓ボックス共

30

水飲み場へ配管接続 φ20

65

65

新設
ｿﾌﾄｼｰﾙ弁φ100
弁きょう共

量水器 50mm（貸与品）
逆止弁 50mm
量水器桝　MC-3（蓋MB-3）

25

65

100

65

65

40

【水飲み場系統】
ボール式止水栓 25mm
弁きょう共不凍水抜栓

MT25×0.6H
蓋B1-1、浸透桝共

20

－

30

30

【管理棟系統２】
ボール式止水栓 25mm
弁きょう共

配管高 
H= 4.0ｍ UP

【屋外トイレ系統】
ボール式止水栓 30mm
弁きょう共

50
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⑬

⑭

⑮

⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳
DR DR DR DR

建込簡易土留

GL

Ｗ

30
0 Ｈ
 +
 1
00

Ｈ

在来良質土埋戻し 舗装等仕上げ

（建築工事）

山砂埋戻し

Ｗ：５００＝２００～１０００Ｈ
　　７００＝１００１Ｈ～

φ
Ｄ 排水管 10

0

排水管 管路断面

GL

10
0

Ｈ

200φ

山砂

塩ビ小口径桝

樹脂蓋

200VU

汚水排水桝断面１

砕石

汚水排水桝断面２

塩ビ小口径桝

Ｈ
10
0

山砂

内蓋（オス、キャップ）
受台座

200VU

防護蓋（T-14）

排水設備　屋外平面図
Ｍ－０３

⑩

0

公

公

建込簡易土留

21 22 23

【公共桝Ｂ位置】
側溝距離
公共桝芯～集水桝芯
　　L≒18,000

1
8
,0
0
0

公共桝Ｂの計画深さＨは
　『１８００Ｈ』
※別途設置公共桝の深さを
　確認すること。

下水道公共桝Ｂ【別途工事】　
　引込み位置（計画）

【既設下水道本管】　
  PRP（ﾘﾌﾞ付塩ビ管）φ200　
　配管深さ
　管上　2200H（管底　2400H）

1
8
,9
0
0

50

建込簡易土留
掘削深さ1.5ｍ以上の部分

建込簡易土留

建込簡易土留

以降　管理棟工事

以降　屋外トイレ工事

スロープ

0

既
設
　
下
水
道
本
管
　
φ
20
0

既
設
　
下
水
道
本
管
　
φ
20
0

既
設
　
下
水
道
本
管
　
φ
20
0

既
設
　
下
水
道
本
管
　
φ
20
0

150

150

150150

　（計画）
道路地盤高Ｂ
　 19.80

公共桝Ａの計画深さＨは
　『２０００Ｈ』
※別途設置公共桝の深さを確認すること。

下水道公共桝Ａ【別途工事】
　引込み位置（計画）

　（計画）
道路地盤高Ａ
　 19.50

【公共桝Ａ計画位置】
側溝距離
集水桝芯～公共桝芯
　　L≒18,900

　 （計画）
スロープ下付近
　  地盤高
　 　20.5

　 （計画）
スロープ上付近
　  地盤高
　　 24.9

　 （計画）
屋外トイレ付近
　　地盤高
ＧＬ２＝24.90

　（計画）
 管理棟付近
　 地盤高
ＧＬ１＝20.85

150

150

150150 150

150

150

150

150

150



1/400(A1)

1/800(A3)

鶴岡市人工芝グラウンド整備機械設備工事3

TEL.0235-24-5510 FAX.0235-23-9565

R8
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山形県鶴岡市桜新町8-33 一級建築士事務所山形県登録(1105)第1110号

排水設備　桝リスト・縦断図
Ｍ－０４

▽19.5
▽20.85

165,000

地盤高▽20.85＝管理棟ＧＬ＝ＧＬ１

起点排水桝 公共桝Ａ

H＝2000

(▽19.67)

(H＝1905)

L＝18000L＝18000L＝18000L＝18000L＝18000L＝8200L＝18000L＝9300L＝14500L＝25000

GL-700

▽19.5＝道路の地盤高Ａ(計画）
　　　＝管理棟ＧＬ－1350

GL-3350GL-3080GL-2810GL-2540GL-2270GL-2000GL-1875GL-1605GL-1465GL-1245 【管底高】

【桝間距離】

ΔH＝270ΔH＝270ΔH＝270ΔH＝270ΔH＝270ΔH＝125ΔH＝270ΔH＝140ΔH＝220

区分桝

【桝深さ】(H＝1810)(H＝1710)(H＝1615)

【勾　配】1.5／100

(H＝1520)(H＝1475)(H＝1380)(H＝1330)H＝1245H＝700

(▽19.85)(▽20.02)(▽20.19)(▽20.37)(▽20.45)(▽20.62)(▽20.71)

＜敷地内＞ ＜前面道路＞

【桝深さ】

【桝間距離】

【管底高】

【勾　配】

【管　径】φ150【管　径】

【桝　径】【桝　径】 φ200

⑨⑧⑦⑥⑤④③②①0

　縦　断　図　Ａ　

▽20.85

ΔH＝545

管理棟
公

（φ200）

（φ100～150）

（2.0～1.5／100）

φ150

1.5／100

φ200

φ150

1.5／100

φ200

GL1基準

※地盤高、桝深さＨ（　）表記は想定値

ΔH:桝間落差

▽19.8

208,000
起点排水桝 公共桝Ｂ

H＝1800

(▽20.00)

L＝18000L＝18000L＝18000L＝18000

GL-650 GL-6900 【管底高】

【桝間距離】

ΔH＝270ΔH＝270ΔH＝270

区分桝

【桝深さ】

【勾　配】1.5／100

H＝650

(▽20.18)(▽20.35)

＜敷地内＞ ＜前面道路＞

【桝深さ】

【桝間距離】

【管底高】

【勾　配】

【管　径】φ150【管　径】

【桝　径】【桝　径】 φ200

0

　縦　断　図　Ｂ　

▽24.9

L＝1500

GL-6280

ΔH＝30

(▽19.82)

(H＝1200)

⑳⑲
⑱

⑰
⑯⑮⑭⑬⑫⑪

▽24.9▽24.9 ▽24.9

H＝1025

L＝12000

GL-1025

φ100

φ200

2.0／100

L＝7500 L＝14000 L＝18000 L＝15000 L＝15000

H＝1205

GL-1205

H＝2070

ΔH＝270

L＝18000

H＝1800H＝1530H＝1320 (H＝1120) (H＝670) (H＝690)

GL-6010GL-5740

(H＝1120)(H＝1020)

(H＝1790)

▽24.90＝トイレＧＬ(計画）

5,
10
0

▽00.00

(H＝930)

GL-5470/GL-5200GL-4700

L＝13800

/GL-6870

ΔH＝210

/GL-4490GL-3320/GL-3095GL-2295

ΔH＝225

GL-2070

ΔH＝225ΔH＝270

GL-1800

ΔH＝270

GL-1530GL-1320

ΔH＝210ΔH＝180 ΔH＝115

DR
DR

DR DR

DR:590HDR:500HDR:1170HDR:800H

(H＝1190)(H＝1840)(H＝1920)

⑩

L＝10000

ΔH＝150

GL-875

L＝11200

H＝875

1.5／100 1.5／100

φ150

φ200φ200

φ150

屋外トイレ

公
地盤高▽24.90＝屋外トイレＧＬ＝ＧＬ２

▽00.00

ΔH＝225

▽24.9 ▽24.9 ▽24.9 ▽24.9

(▽20.50)

ΔH:桝間落差

(▽23.7)
(▽22.2)

(▽20.9)

▽19.8＝道路の地盤高Ｂ(計画）
　　　＝トイレＧＬ－5100

※地盤高、桝深さＨ（　）表記は想定値

道路

道路 ▽19.80▽19.80

▽19.50

▽00.00

5
,1
0
0

▽00.00

以降　管理棟工事

以降　屋外トイレ工事

21 22 23

GL2基準

GL2基準

1 塩ビ製小口径桝 -1245

2 塩ビ製小口径桝 -1330

3 塩ビ製小口径桝 -1380

4 塩ビ製小口径桝 -1475

5 塩ビ製小口径桝 -1520

6 塩ビ製小口径桝

7 塩ビ製小口径桝

8 塩ビ製小口径桝

9 塩ビ製小口径桝

No 桝　種 桝 形 状 蓋　種 備　考

排 水 桝 リ ス ト １

地盤より

45L

90L

200φ-150

200φ-150

200φ-150

200φ-150

200φ-150

200φ-150

200φ-150 防護蓋(T14)

桝深さ

公共桝Ａ 0号ﾏﾝﾎｰﾙ 750φ-150 鉄蓋 引込み・桝設置は、別途工事

ST

ST

45L

ST

ST

ST

ST

200φ-150

200φ-150

防護蓋(T14)

防護蓋(T14)

防護蓋(T14)

防護蓋(T14)

防護蓋(T14)

防護蓋(T14)

防護蓋(T14)

防護蓋(T14)

基準ＧＬ１より

管底深さ桝サイズ

桝径φ-管径

公

地盤高（参考）

基準ＧＬ１より

-2000

-1615

-1710

-1810

-1905

-1245

-1465

-1605

-1875

-2000

-2270

-2540

-2810

-3080

-3350

± 0

- 135

- 225

- 400

- 480

- 655

- 830

-1000

-1175

-1350

No 桝　種 桝 形 状 蓋　種 備　考

排 水 桝 リ ス ト ２

地盤より

10 塩ビ製小口径桝

11 塩ビ製小口径桝

12 塩ビ製小口径桝

13 塩ビ製小口径桝

14 塩ビ製小口径桝

15 塩ビ製小口径桝

16 塩ビ製小口径桝

17 塩ビ製小口径桝 DR

18 塩ビ製小口径桝

19 塩ビ製小口径桝

20 塩ビ製小口径桝

21 塩ビ製小口径桝

公共桝Ｂ

90L

200φ-150

200φ-150

750φ-150

樹脂製

樹脂製

樹脂製

防護蓋(T14)

防護蓋(T14)

防護蓋(T14)

鉄蓋

桝深さ

22 塩ビ製小口径桝

23 塩ビ製小口径桝

引込み・桝設置は、別途工事0号ﾏﾝﾎｰﾙ

ST

ST

ST

ST

ST

90L

DR

DR

ST

ST

ST

DR

200φ-150

200φ-150

200φ-150

200φ-150

200φ-150

200φ-150

200φ-150

200φ-150

200φ-150

200φ-150

200φ-150

200φ-150

防護蓋(T14)

防護蓋(T14)

防護蓋(T14)

防護蓋(T14)

防護蓋(T14)

防護蓋(T14)

防護蓋(T14)

防護蓋(T14)

基準ＧＬ２より

管底深さ桝サイズ

桝径φ-管径

公

地盤高（参考）

基準ＧＬ２より

- 875

-1025

- 875

-1205

-1025

-1205

-1320 -1320

-1530 -1530

-1800 -1800

-2070 -2070

-1120 / -1920 -2295 / -3095 流入深さ / 流出深さ

流入深さ / 流出深さ

流入深さ / 流出深さ

流入深さ / 流出深さ

- 670 / -1840 -3320 / -4490

- 690 / -1190 -4700 / -5200

± 0

- 930 -5470

-1020 -5740

-1120 -6010

-1200 / -1790 -6280 / -6870

-1800 -6900

± 0

± 0

± 0

± 0

± 0

± 0

桝間距離 桝間距離

14500

（ｍｍ） （ｍｍ）

-1175

-2650

-4010

-4540

-4720

-4890

-5080

-5100

 9300

18000

 8200

18000

18000

18000

18000

18000

10000

12000

 7500

14000

18000

18000

15000

15000

13800

18000

18000

18000

18000

 1500
注記．公共桝の位置、深さを確認し調整のこと。



鶴岡市人工芝グラウンド整備機械設備工事（管理棟）

株式会社�菅� �原� �設� �計

図�面�リ�ス�ト

図面名称図面番号

特記仕様書

M − 00

縮尺

−表紙、図面リスト

計画概要書

工事区分・天吊耐震仕様・衛生器具表

配置図

衛生設備図

空調設備図

換気設備図

M − 01

M − 02

M − 03

M − 04

M − 05

M − 06

M − 07

M − 08

−

−

−

A3：200
A1：100

A3：100
A1：50

A3：100
A1：50

A3：100
A1：50

A3：100
A1：50断面詳細図



硬質塩化ビニール管(VP)

架橋ポリエチレン管(保温付)

屋外機器のアンカーボルトのナットにはナットキャップ(樹脂製)を取付ける。

の別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基準」における2の(1)手すり

別表 (品質及び性能に該当する材料・機器等)

⑥�販売、保守等の営業体制が整えられていること。

本工事で設置する

ﾁﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ及び空気熱源ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ

●

一般共通事項

○

○
○
○
○

コンクリート
コンクリート及び鉄から成る建設資材
木材
アスファルト・コンクリート

特定建設資材廃棄物の種類 施設の名称・住所・欝ﾀ距離[km]�等
特定建設資材廃棄物の発生材の処理

○
○

外部足場
内部足場

● 埋戻し及び盛土

環境への配慮●

(2)� 建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の①か

①�合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、
� �その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗装、仕上塗材
� �は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に
� � 規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

②� 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。
③�接着剤は、可塑剤(フタル酸ジ‐n‐ブチル及びフタル酸ジ‐2‐エチルヘキシル等を含有しない
� � 難揮発性の可塑剤を除く)が添加されていない材料を使用する。

④� ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセト
� � アルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

● 機材の品質等

①� 品質及び性能に関する試験データー整備されていること。
②� 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。
③� 安定的な供給が可能であること。

⑤� 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

鋳鉄製ボイラー 鋼製簡易ボイラー 鋼製小靴{イラー

鋼製ボイラー 真空式温水発生機(鋼製・鋳鉄製) 無圧式温水発生機(鋼製・鋳鉄製)

吸収冷温水機 吸収冷温水機ユニット

遠心冷凍機 冷却塔 ユニット桑C調和機

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ及びｶｾｯﾄ形ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ コンパクト形空気調和機 パッケージ形空気調和機

マルチパッケージ形空気調和機

自動巻取形エアフィルア[ 電気集じん器 全熱交換器(回転形、静止形)

遠心送風機(多翼形送風機) 斜流送風機

消音ボックス付送風機 横形遠心ポンプ

風量ユニット(定風量・変風量) 自動制御システム

衛生器具ユニット FRP製パネルイ塔N

スプリンクラー消火システム 不活性ガス消火システム

泡消火システム ハロゲン化物消火システム 厨房システム

ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式空気調和機

密閉形隔膜式膨張ﾀﾝｸ(空調用、給湯用)

マンホールふた・弁桝ふた

監督職員の承諾を受ける。ただし、次の㈰から㈮全ての事項を評価された事を示す外部機関が発行す
る書面を提出し監督職員の承諾を受けた場合は、証明となる資料の提出を省略することができる。

④�法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

(2)� 別表に機材等名が記載された製造業者等は、次の㈰から㈮全て事項を満たす証明となる資料を提出し、

水中ﾓｰﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ(汚水用、雑排水用、汚物用)

● 耐震措置

●
● 足場その他
● 別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる
○

● 機材の承諾図

種別
種別

○ 特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理等

○
○

○
○
○

○

現場において再利用を図るもの

特別管理産業廃棄物
再資源化を図るもの

再利用、減量化等を含めた発生材の搬出処理費は別途とする。

金属類 機器類 ダクト 配管 その他金属類
廃石綿

○ ○ ○ ○ ○
○
○

○○
○ ○

(
(
(
(

発注者に引渡しを要するもの

上記以外の発生材は、可能な限り中間処理施設等において再利用・減量化を図るものとし、処理方
法等は監督職員と協議する。

○ 特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理
再資源化 施設の名称・住所・欝ﾀ距離[km]�等種類

○
○
○

する
する
する

しない
しない
しない

○
○
○

● ●
○

建設発生土の処理 構内指定場所に敷き均し
構外に搬出(時期等を監督職員に提出) 搬出距離 約�� �km DID地区 有り○ ○ 無し

○
( )

構内指定場所へのたい積

建設発生土(埋戻及び
盛土用)の仮置場所

● ● ○構内

A種
A種

設置する○防護シート ○ 設置しない

○
○

○
○

B種
B種

○
○

C種
C種

○
○

D種
D種

○
○

E種
E種

○
○ F種

F種 G種○

仮設工事 ●

)
)
)
)

Ⅰ  ． 工事概要

1．工事場所 鶴岡市高坂地内（旧鶴岡病院跡地）

管理棟 屋外
備考

建物別及び屋外

工事種目

3．工事種目 (●印の付いたものが対象工事)

鶴岡市人工芝グラウンド整備工事（管理棟）機械設備工事�特記仕様書

(建築工事の部)特記仕様書による

ら④を満たすものとする。
4．指定部分 ○ 無し

2．特記仕様
項目及び特記事項は、●印のついたものを適用する。

章 項目 特記事項

1．共通仕様

余裕期間制度 適用しない ○

●
●
● (以下「標準仕様書」という)

(以下「改修標準仕様書」という)
(以下「標準図」という)

○○

●印がついたものを適用する。

○ 有り 範囲： 工期：令和� �年� �月� �日( )

II．工事仕様

(2)� 電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。
なお、電気設備工事の特記仕様は (� �/� �) 図、建築工事の特記仕様は (� �/� �) 図による。

②� 建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

④� 建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料
③� 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

(3)� 設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは次の①又は②
に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。
①� 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散建築

� �材料以外の材料

ダクト○
排煙口の形式○

排煙風量測定方法○

排煙口の開放装置○

準拠事項●
●
●

設計用標準水平震度

一般機器重要機器一般機器重要機器
機器

水槽類

機器種別

上層階
屋上
及び塔屋

機器

水槽類
機器

水槽類

中間層

地階・1階

2.0
2.0
2.0
1.5
1.5
1.5
1.0
1.0
1.5

1.5

1.5

1.5

1.5

1.5

1.5

1.52.0 2.0

1.0

1.0

1.0
1.0

1.0
1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

0.6 0.6

0.6

0.6
0.6

0.4
0.6

設置場所

防振支持の機器

防振支持の機器

防振支持の機器

特定の施設 一般の施設●○

ダクト
別途開放形湯沸器用排気

フード
厨房用排気ダクト アングルフランジ工法とする。

○

○

○

亜鉛鉄板

厨房用排気フード○

○

○

○
○
○

○
○
○

多湿箇所の排気ダクト

ステンレス鋼板(SUS304)

保温
要 不要

●
○ ○

取付ける 取付けない
取付けない

(1) 材質(天幕とも)

(3) フードコック
(2) フード周囲の天幕(フード面から天井面まで)

(2) 水抜き管

取付ける

計装用配線
屋外・屋内露出の配線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。
電線及びEMケーブルは標準仕様書第4編1．5．1表4．1．11による。●

○ 量水器

量水器桝

配管材料

弁類

○

●

● ●
○

不凍水栓柱 化粧ケーシング○ アルミニウム合金製 合成樹脂製○ ○○ ○ 伸縮式
給水栓 一般水栓 耐寒水栓 屋外 耐寒水栓 一般水栓● ○ ● ● ○

埋設深さ m以上
m以上

保温

●

●

○ ○引込納付金等 要 ○ 本工事 別途○ ○ 不要

配管材料● ●

( )

( )
( )

( ) ( )
( )

10k
5k

(1) 親メーター用
(2) 子メーター用
(1) 一般配管

(2) 土間配管

(3) 屋外地中
(1) 水道直結部分
(2) その他の部分

(1) 屋内
(2) 湯沸室、台所、厨房用水栓は泡沫式とする。耐寒水栓はJWWAの認証品とする。
(1) 一般敷地内
(2) 敷地内車両道路

(1) 屋内汚水配管

0.6
0.75

子メーター
親メーター

硬質塩化ビニール管(VP)

給水設備の当該事項による。

配管材料 ステンレス鋼管(SUS304)

弁類
(膨張管及び補給水イ塔Nよりボイラー等への補給水管を含む)

保温 湯沸器の給排気筒(二重管)の隠ぺい部保温を行う。
(保温の種別は標準仕様書第2編3．1．5表2．3．5�h・(イ)・

○

●

○

○ ○

圧力配管用炭素鋼鋼管(黒)(Sch40)

○ ○ ○中央監視制御装置 有り 無し
○ 構成・機能 中央監視制御装置の構成・機能は別紙による。

）
）

空気調和設備の該当事項に準ずる。

○ ステンレス鋼板(SUS304)(板厚は衛生器具表空調1の厨房排気ダクトの板厚表による)

本工事○
風量測定口○ ダンパー○ チャンバー● 塗装●

大便器洗浄方法 洗浄タンク式（フラッシュタンク方式）
大便器用洗浄弁 手動式 電気開閉式
小便器自動洗浄 個別感知方式とする。
器具付属水栓 固定こま式(節水こま式)とする。

洗浄弁方式(不凍結節水弁付)●
○
●
●

●
○

○
○
●

センサー式 イbチスイッチ式○
○

○
( )

( )
AC電源

塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管(VD)

※呼び径65A以上の弁は、バイtライ弁とする。
� ステンレス鋼管に取付ける弁類は、ステンレス製とする。

○ ビニル管(RF-VP、衛生器具との接続部分に限る)

(汚水系) 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管(圧送MD)

満水試験継手
台所流し等の排水管 台所流し等の床上露出部分の配管は、ビニル管(VP）でもよい。

●
○
○

○
●

○

図示の位置に取付ける。
(雑排水・湧水系)

(2) 屋内雑排水管

(3) 屋外地中汚水、雑排水管

(4) 通気管
(5) ポンプアップ排水管

○ ○ 要 ○ 本工事 別途○ ○ 不要放流納付金等 )(

配管用炭素鋼鋼管(白)○
●

●
●

一般○ 配管材料 ○
○
○
○
○○○

地中
一般
地中

配管用炭素鋼鋼管(白)
外面被覆鋼管(SGP-VS)
圧力配管用炭素鋼鋼管(Sch40)
外面被覆鋼管(STPG-370VS)

屋内消火栓種別 易操作性1号消火栓 1号消火栓 2号消火栓 広範囲沓Q号消火栓○ ○

(1) 屋内消火栓配管

(2) 連結送水配管

○配管材料 ガス事業者の規定による
ガス事業者の規定による

配管用炭素鋼鋼管(白)
ガス用ポリエチレン管

ポリエチレン被覆鋼管
親メーター

ガスボンベ 貸誘i 50kg

○

○

○

○
○
○

○

ガス漏れ警報器
外部出力端子

埋設深さ○

○
○

)
( )
(

(

(

本工事(図示の箇所に取付ける)

実測式 パルス式 貸誘i
実測式

○ ○ ○
○子メーター○

○

□□□
□□□

m以上
m以上

(1) 一般
(2) 地中埋設部

(1) 集合装置
(2) 転倒防止等

(1) 一般敷地内
(2) 敷地内車両道路

(1) 充水イ塔Nの保温は、標準仕様書第2編3．1．5表2．3．5�鋼板製イ塔Nの項による。
(2) 消火配管の保温は、標準仕様書第2編3．1．5表2．3．5�給水管の項による。

2．建築概要
階数
地下 塔屋

1階

備考構造建物名称
建築基準法上の

延面積(m2)
消防法施行令
別表第1の区分

277．63 15項�事務所 新営木造管理棟

(山形県県土整備部余裕期間制度実施要領)
月 日）適用する（実工期

(1)�設計用水平地震力

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。
風圧力○

適用区分○

積雪区分○ )
地表面粗度区分 ( )風速 ( Vo＝ )m/s

山形県建設工事元請下請関係適正化指導要領及び同要領の姥pについて
公共建築設備数量積算基準
公共建築工事標準単価積算基準
公共建築工事共通費積算基準
公共建築工事積算基準
山形県建築工事写侵B影要領
山形県電子納品取扱要領

発生材の処理等○

○ 設けない設ける○監督職員事務所○

他工事との取合い

○ 分別解体等の方法

解体工事○ ○ 建築設備の取外し
内装材等の取外し
屋根ふき材の取外し
外装材の取壊し
上部構造部分の取壊し
基礎の取壊し
基礎ぐいの取壊し

造成等の工事
基礎の工事
基礎ぐいの工事
上部構造部分の工事
外装の工事
屋根の工事
建築設備工事
内装等の工事
その他(�外構等�� �)

その他(������ �)
新築工事
増築工事
工作物

○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

手作業
工程 作業内容

分別解体等の方法
手作業、機械作業併用

○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

(理由： )
(理由：
(理由：

)
)

特定建設資材の分別解体等及び再資源化等○
�本工事は、特定建設資材を用いた建設物等に係る解体工事又はその施工に特定建設資材を使用する

新築工事等であって、その規模が「建設工事に係る再資源化等に関する法律」(平成12年5月31日法
第104号。以下「リサイクル法」という。)施行令又は都道府県が条例で定める建築工事の規模に関す
る基準以上の工事であるため、建設リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建築資源の実施につい

� 工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した条件により難い場合、監督職員と
協議するものとする。
�また、分別解体・再資源化の完了時に、再資源化等が完了した年月日、再資源化等をした施設の名

称及び所在地、再資源化等に要した費用を書面にて監督職員に報告する。

て適切な措置を講ずることとする。

図面に特記なき場合は、「工事区分表」による。●

機械設備工事機材承諾図様式集(�最新�版)によるほか、監督職員の指示による。

日間、工期の始期日期限 令和 年

ダクト方式 （�○�中央� �○�各階ユニット�） ○ ファンコイル・ダクト併用方式 パッケージ方式●空気調和方式
方式 設備概要

5．設備概要 (●印の付いたものを適用する)

主要熱源機器
○鋳鉄製簡易ボイラー�○温風暖房機��� �○温水発生機（○尻ｮ�○無圧式）�� �○チリングユニット
○鋼製ボイラー��� �○鋼製簡易ボイラー�○小繰ﾑ流ボイラー�○簡易貫流ボイラー�○鋳鉄製ボイラー��

○空気熱源ヒ−トポンプユニット����� �○吸収冷凍機��� �○吸収冷温水機�� �○吸収冷温水機ユニット�
●パッケージ形空気調和機

換気設備 ●�1種換気� �○�2種換気� �●�3種換気
排煙設備 ○�建築基準法� �○�消防法

○

自動制御方式 電気式 電子式 デジタル式○ ○ ○
給水方式

排水方式

水道直結方式●
建物内の汚水と雑排水

放流先

○ 高置タンク方式 ○ 水道直結増圧方式 ○ 受水タンク＋ポンプ直送方式

ポンプ排水
● ○合流式 分流式 )(

○�有 ( ○ 汚水 ○ 雑排水 ○ 湧水 )
● ○ 浄化槽( )汚水 直放流下水管 ● ○ 浄化槽( )雑排水 直放流下水管

給湯方式

消火設備方式

● ○
○

局所式 中央式
屋内消火栓設備 スプリンクラー設備 泡消火設備○ ○ ○ 粉末消火設備

ガス設備方式
○

○ 液化石油ガス一般ガス導管事業者名( )

○ 不活性ガス消火設備
○ 連結散水設備

○ 連結送水管設備
フード等用簡易自動消火装置○

○( )

都市ガス ( 種別���� 、高位発熱量��� �MJ/m3(N)、低位発熱量��� �MJ/m3(N))�供給圧力��� �Pa

適用基準等

山砂の類○根切り土の中の良質土●
山砂の類（ただし、コンクリート管の周囲は根切り土の良質土）●

(2)�埋戻し土及び盛土
(1)�管周囲の保護

を有するものとする。
(1)� 本工事に使用する材料・機材等は設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能

軸流送風機

立形遠心ポンプ

設備機器の固定は、次に示す事項を除き、全て建築設備耐震設計・施工指針2014年版(独立行政法人建築
研究所監修)による。 ただし、重量1kN以下の一般機器について、製造者の指定する固定方法を採用する場合
はこの限りではない。

機器の重量[kN](水槽類は満水時の液体重量を含む設備機器総重量)に、
地域係数 0.9 及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

完成時の提出図書● 監督職員との協議による。なお、施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使用権は、発注者に譲渡するもの
とする。

提出物
完成図 既存完成図の修正CADで新規作成 ●

原�図

CADデータ
2つ折り製本
3つ折りケース収納A□判�□部� A□判�□部�

完成図● ● 施工図 備考

不要要 ○

保全に関する資料
「管理者のための建築物保全の手引き」(建設大臣官房官庁営繕部監修)
建築物等の利用に関する説明書
「建築物等の利用に関する説明書作成の手引き」に基づき作成する。当該施設固有の内容に整合
した保全方法を写心凾pい具体的に分かり易い解説をした図書とする。
提出物
保全に関する資料

提出物

○

機器取扱い説明書
宿舎等で共用部を除く部分に設置した機器の取扱い説明書をまとめる。
提出物

●

機器取扱い説明書、機器製作図、機器性能試験成績書、官公署届出書類、主要機器一覧表、総合
調整報告書、主要材料等

備考) 施工図で、原図を提出できないものは原図に代わる図で良い。

複写図

冊

A4判 部 (ファイル綴じ込み、関連工事と合本する)

A4判 部 (ファイル綴じ込み)

A4判 部 (ファイル綴じ込み)

A�判� �部�2 1 2 1A�判� �部�
不要要 ○ 要の場合、ｵﾘｼﾞﾅﾙﾌｧｲﾙも提出(2部)

パネル形○
亜鉛鉄板○ ○
スリット形○

○ ダンパー形
電気式○ ○ ○要 不要(遠隔操作機能 )

（� �天井内取付 ）

普通鋼板(厚1.6mm)

排煙口から手動開放装置への配線は、標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による耐熱・耐火ケーブルとする。

（� �天井取付��  壁取付�） （� �天井取付��  壁取付�）○
○

○
○

○ ○

(1) 厨房系統、浴室(シャワー室、脱衣室を含む)系統のダクトのシールは「標準図」シールの施工例
��  (一)、(二)のNシール＋Aシール＋Bシールとする。

衛生器具ユニット 別図による。●

貸誘i
○
○

○
○

○

○
○
○
○
●

○

水道事業者指定品 ○
○水道事業者指定品

ステンレス鋼管(SUS304)
ポリ紛体ライニング鋼管 PA PB
塩ビライニング鋼管 VA VB

○ ○
●○( )

( )

現地表示式（直読式）
現地表示式（直読式）

遠隔表示式（
遠隔表示式（

○
電文式
電文式 パルス式）

パルス式）○
○

○
（
（

○
○

ポリエチレン二層管

買取り
買取り貸誘i

●
●

「標準図」量水器桝
「標準図」量水器桝

ｽﾃﾝﾚｽ鋼管(SUS316) ○ ﾎﾟﾘ紛体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管(PD） ●
(厨房、浴室等のシンダー内含む)

水道配水用ポリエチレン管●

厚さは呼び径25

○ ○屋内消火栓開閉弁 10k

不活性ガス消火設備
泡消火設備

別図による。
別図による。○

○

○ 保温

(3) 屋外露出管については給水管に準ずる。

地中埋設配管の接合 外面被覆鋼管の呼び径100A以下はねじ接合とする。○

□□本

容器固定具をGL+300に追加設置する。
○
○

別途工事
有り 無し

○
○ )

)

( 分離形 一体型 )○ ○

パルス式○ ○ 買取り

○「標準図」液化石油ガス容器廻り配管要領による�本立て○
「標準図」液化石油ガス容器転倒防止要領 (a) (b)○ ○( )

ｴｱﾌｨﾙﾀｰ(ﾊﾟﾈﾙ形、折込圭U+FFE9

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板製ﾊﾟﾈﾙﾀﾝｸ(溶接組立形)

別表 (

○ ○
○
○
○
○
○
○

○

●

●

●

配管用炭素鋼鋼管(白)(圧送MD)

○
(給水機器

排水機器
換気機器 空調機器 熱源機器 防災機器 監視制御設備
危険物貯蔵設備 火を使用する設備 避難経路上に設置する機器

○
○
○
○

○
○

○ ○
○

○
(

)
)

(2)�設計用鉛直地震力 設計用水平地震力の1/2とする。

●�無

工事種別

平成12年建設省告示第1455号における区域

�は上層3階、13階以上建の場合は上層4階とする。
・中間層とは地下階及び1階を除く各階で上層階に該当しないもの。
・水槽類にはオイルイ塔Nを含む。
・重要機器は次による。

屋外露出管(弁、フランジを含む)の保温は、標準仕様書第2編3．1．5(表2．3．5�e2・(ハ))とし、

・上層階とは2〜6階建の場合は最上階、7〜9階建の場合は上層2階、10〜12階建の場合

(平成28年版)

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編)(令和7年版)
公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(令和7年版)
公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)(令和7年版)

(1)  図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通大臣官房官庁制定の下記仕様書の内、

(令和7年版)
(令和7年版)
(令和7年版)

を使用する場合は、判断の基準を満たすものとする。
断の基準を満たす環境物品等を選択するよう努める。ただし、公共工事分野の特定調達品目の機材を

(1)�本工事において、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律(平成12年法率第100号)に基づ
く、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針(令和�年� 月閣議決定)」による特定調達品目の判 7 1

� 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドライン

据置方式又は(2)手すり先行専用足場方式により行う。

完成写真●
提出物 部 (ファイル綴じ込み)

建築設備定期検査業務基準書2023年版((一財)日本建築設備・昇降機センア[)の排煙風量の検査方法に準じる。

空気調和設備の該当事項による他、全熱交換器の給気

天井内隠ぺいのケーブルは、図面に特記がなければころがし配線とする。

及び排気ダクトの外壁から1m程度保温を行う。

階建

建物導入部配管の
変位吸収

●
(a)○( ○ (c)(b)○ )

図示の箇所に施工する。施工方法は「標準図」建築物導入部の変位吸収配管要領（一）、（二）による。

塗装 保温を行わない居室・便所・湯沸室及び屋外の露出配管(鋼管)、ダクトには塗装を行う。● ○
図示による。●

● 地中埋設標等 要
要

●
●

不要
不要

○
○

(1) 地中埋設標(図示の位置)
(2) 埋設表示テープ(排水管を除く)

ガス油 ○○○○○ 消火(水用)冷却水冷温水対象配管系統溶接部の非破壊検査○
 呼び径75SU以上 ○( 溶接接合 ○ ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ形管継手による接合 ○ ﾌﾗﾝｼﾞ接合 )
ステンレス鋼管の接合�呼び径60Su以下○ 配管 (�○プレス式�○拡管式�)

電線類 電線及びEMケーブルは標準仕様書第4編1．5．1表4．1．11による。○
図示による。○ 絶縁継手取付箇所

○ 容量等の表示 (1)�機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。
(2)�電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は原則として表示された数値以下とする。

監督職員の指示する場所に設置する。屋外に設置する危険物表示版等の材質はアルミニウム製とする。
機器等の取扱い方法及び系統を書いた図面呼称A1の図面（� 枚）をプラスチックケースに入れ、案内板等○

監視・制御システムの
サイバーセキュリティ

○ 外部ネットワークと接続する制御システム
○

盤・キャビネットの錠の鍵
○�製造者の標準鍵
○�鍵の指定あり

あり（対象設備�������������� �）
○�ファイアウォール��� �○�統合脅威管理（UTM）

外部ネットワークと接続する箇所の不正アクセス防止対策

�対策機器（�○�監視盤� �○�自動制御盤���������� �）

支持金物・固定金具●

(2) 振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。
(3) 冷水及び冷温水管の吊バンド等の支持部は、合成樹脂製の支持受けを使用する。
(4) 冷媒管の吊り用支持受け材として保護プレートを、断熱材被膜鋼管と吊金具との間に設け、自重による

� � 断熱材の食い込みを防止する。

(1)�ポンプ、屋外機器及び屋外の配管・ダクトに使用する支持金物はステンレス製(SUS304)とし、

● 支持及び固定 標準仕様書記載以外の天井吊形、カセット形、天井隠ぺい形の機器の支持は吊り用ボルトで行い、
振れ止めを施したものとする。

弁等のサイズ 特記されていない弁等のサイズは機器附属品を除き接続配管のサイズと同じとする。●
標準品としてもよい。

● 電動機 換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護規格は、製造者規格による

●
総合試運転調整●

●
○

各機器の個別唄]調整後に下記の総合調整を行い、測定報告書を提出する。
風量調整
室内気流及びじんあいの測定 ○

○

●
●
○

水量調整
騒音の測定 飲料水の水質の測定

○ 雑用水の水質の測定

室内外空気の温湿度の測定

● 電源周波数 50Hz

● 技能士の適用 配管施工(配管工事) 建築板金施工(ダクト製作及び取付け) 熱絶縁施工(保温工事)
冷凍空気調和機器施工(チリングユニット、パッケージ形空気調和機の据付け及び整備)

●
●

● ●

●
○

塗装 下記の部位に使用するダクトには塗装を行う。
制気口ボックス内面(居室・便所の見えかかり部) ● 図示による。

○ ばい煙濃度計

○ 鋼板製煙道 鋼板は煙道径300
煙道を設置する場合、ばいじん測定口(口径100Φ、イbピング)を設けること。

取付け箇所は図示による。

● 設計温湿度

風量測定口○
ダンパー

復帰方式�遠隔式
○

配管材料●

○

○
○
○

配管用炭素鋼鋼管(白)
(給気管) (還管)

取付け箇所は図示による。取付け面は監督職員の指示による。

配管用炭素鋼鋼管(白)

配管用炭素鋼鋼管(黒)

(1) 防煙ダンパー
(2) ピストンダンパー

(3) 蒸気管
(4) 油管、油用通気管
(5) 膨張管、空気抜き管、膨張タンクよりボイラー等への補給水管

復帰方式� 遠隔式(定格入力はDC24V、0.7A以下とする。)

(1) 冷温水管
(2) 冷却水管

● チャンバー

弁類 ○○

○ 鋼管用伸縮管継手 ベローズ形○
○ 温度計 円形指示計とする。
○ 瞬間流量計 止水コック付とする。 固定形

着脱形の流量指示部
着脱形○

○ ○40A用� �個 100A用� �個 250A用� �個○

保温

要 不要
不要要(保温の厚さ25●

●
○
○

●

� �居室露出部
� �屋外

保温化粧ケース(樹脂製)

( )○
( )

� �バーには、点検口を設ける。なお、大きさは図示による。

(1) 内貼を施すチャンバー類の表示寸法は、外形寸法を示す。
(2) 空気調和機に取付けるサプライチャンバー、レイ塔`ャンバー及びダクト系統で消音内貼りしたチャン

(1) 蒸気還り管の保温不要(屋内露出は除く)

(4) 還気ダクトの保温
(5) 外気取り入れダクト及びチャンバーボックスの保温
(6) 排気ダクトは外壁開放部より1m程度を保温する。(チャンバーボックスを含む)
(7) 冷媒管の保温外装

(3) 外壁に面するガラリに直接取付けるチャンバーは雨水の滞留のないように施工する。

� �し厚さは呼び径25
(3) 屋外露出管(弁、フランジを含む)の保温は、標準仕様書第2編3．1．4表2．3．3�E2・(ハ)と

(7) 空調用排水管
(8) 冷媒管

(6) 空調用補給水管

5k

保温化粧ケース

一般系統 � �系統
外気条件

屋内(調整目標)

     ℃      ％

     ℃      ％  28 ℃ 成り行き

22 ℃ 成り行き

温度(DB) 温度(DB)湿度(RH) 湿度(RH)

冬季

夏季

(2) 建物内のエア抜き管の保温は、標準仕様書第2編3．1．4表2．3．2の温水管の項による。
� � (エア抜き弁以降の配管は除く。)

○
●

○
○

を附属する。

33.9℃ 56.3％

-1.8 ℃ 62.8％

温度(DB) 湿度(RH)

(煙道経400
● ダクト 低圧ダクト

○
( ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法 ○ アングルフランジ工法 (長辺の長さが1,500mm以下の部分)●

●

高圧1ダクト(適用範囲は図面による)

ポリエチレン被覆鋼管○
○ 配管用炭素鋼鋼管(白)

○ 配管用炭素鋼鋼管(黒)(一般) (土中)

スリーブ形○

● 断熱材被覆銅管(難燃性)

ステンレス鋼管(SUS304)○

ステンレス鋼管に取付ける弁類は、ステンレス製とする。
呼び径65A以上の弁は、バイtライ弁とする。

○ 配管用炭素鋼鋼管(白) ● 硬質ポリ塩化ビニル管(保温付)

○樹脂製●( 亜鉛めっき鋼板製○ SUS製)

長方形ダクトは

空気調和設備

●
●

●
●

●●

○マルチパッケージ形空気調和機

一
般
共
通
事
項

一
般
共
通
事
項

一
般
共
通
事
項

空
気
調
和
設
備

排
煙
設
備

換
気
設
備

給
水
設
備

排
水
設
備

給
湯
設
備

自
動
制
御
設
備

衛
生
器
具
設
備

消
火
設
備

ガ
ス
設
備

● ----器具接続部

硬質塩化ビニール管(VU)
硬質塩化ビニール管(VP) ----建屋から接続桝までの系統

● 冷暖房設備
● 換気設備

○ 排煙設備

○ 自動制御設備

● 衛生器具設備

● 給水設備

● 排水設備
● 給湯設備

○ 消火設備
○ ガス設備

● 建物廻り雨水排水設備

●
●

●

硬質塩化ビニール管(VP)

●
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NoScale

消火設備

計画概要書

雪下ろし低減

垂直積雪荷重

単位重量

建築設備

建築非構造部材

構造体

積雪荷重

耐震基準

規制項目

5−1．一般事項

5．法規制

工事期間

工事種別

主要用途

工事場所

建築主（発注者）

工事名称

1．工事名称�その他

建築概要

2．敷地状況

敷地面積

都市計画区域等

用途地域

防火地域

法定容積率

法定建蔽率

規制地域

その他許可届出等

3．道路関係

道路種別幅員

接道距離

4．規模・構造等

都市計画道路

5−2．一般構造及び設備規制

規制概要 計画概要 備考（参照図）

防火区画（区画方法）

延焼の恐れのある部分

階段

屋根

梁

床

柱

壁

5−3．防火規定

排煙必要開口面積

居室の天井高

居室の採光面積

居室の換気面積

廊下

≧2．1m

構造

位置

界壁

規制項目

非常用照明

避難設備

警報設備

消火設備

敷地内避難通路

備考

5−4．避難規制

5−5．消防規制

階数

消防法防火対象物

構造種別

基礎形式

耐火構造

階高（m）
1階

規制概要

屋外への出口

−

各室個別�外気系統、排気系統

換気

系統

方式

機器換気量

冷暖房方式

制御

空調系統

室内�目標値
外気�条件

相対湿度（％）相対湿度（％）相対湿度（％）温度（℃）

夏期

冬期

方式

温度（℃） 温度（℃）

排水設備
汚水、雑排水合流方式

設計条件 なし

給水設備

給排水衛生設備概要空調設備概要

建築面積

延べ床面積

市道� �幅員13．0m

市道125m

−

−

計画概要 備考（参照図）

−

−

62．8％

33．9 56．3％

22．0

28．0

成り行き

〃

個別温度制御

居室：30m3/h、シックハウス換気：0．3回。

付室：5回/h�トイレ：10回/h�程度

衛生器具

雨水排水設備

給水方式

受水槽

水源及び引込み

屋内排水

屋外排水

敷地排水

建物排水

％敷地面積に対する割合

％敷地面積に対する割合

棟

1階各階床面積

2階

計

棟

mm最高の高さ（m）

最高の軒高（m） mm

合計

44．95

52．65

−1．8

市水道直結直圧方式

令和� �年� �月

令和� �年� �月

新築工事

着工

竣工

鶴岡市人工芝グラウンド整備工事（管理棟）

管理事務所

1階

無

指定なし

地上

管理事務所

277．63

管理事務所

347．04

管理事務所 合計

347．04

合計

277．63

277．63

277．63 277．63

277．63

管理事務所

管理事務所

4．810

3．430

木� �造

布基礎

その他

3kN。高R

積雪深：150cm

無し

無指定

200％

70％

建築基準法第22条地域

約29，763．16

都市計画区域内�市街化区域

B類

乙類

鶴岡市長�佐�藤�� �聡

鶴岡市高坂地内（旧鶴岡病院跡地）

居室のシックハウス対応換気

洗面器、小便器居室（事務室、会議室）：第一種換気 ( 全熱交換式 )

消火器 任意設置

−

誘導標識誘導標識

−

−

−

−

−

− −

直通階段（歩行距離）

直通階段（2以上の設置）

直通階段（重複距離）

避難階段

特別避難階段 − −

−

−

−

−

−

−

− −

非常出口の解錠方法及び表示

その他避難規制

非常用進入口 −

階段

幅員・踊り場

蹴上

踏面

手摺高さ

外部階段

幅員・踊り場

蹴上

踏面

手摺高

バルコニー手摺高

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

−

隣地斜線制限

道路斜線制限

−

−距離20m�勾配1．5

立上31m�勾配2．5

日影規制 −

− −

− −

−

− −

−

−−

−−

−−

−−

−−

−−

−−

便所 公共下水道

建築物の高さ≧20．0m −避雷針

防火戸

内装制限（火気使用室） − −

− −

− −

防火上主要な間仕切り壁

仕上表

水洗

小屋裏隔壁

≧1。Q0床面積

小屋裏隔壁図建築面積＞300

−

−

−

−

−

−

−

−

けた行方向12m以内

両側居室�−

その他�−

≧1。T0排煙上有効開口部計算書

≧1。Q0採光上有効開口部計算書

断面図

換気計算書

誘導支援設備

構内情報通信網設備

構内交換設備

コンセント設備

電力

幹線設備

電灯設備

引き込み

動力

照明

光源種類

基準部照明

誘導灯

トイレ呼出設備 バリアフリートイレに呼出しボイ唐ﾝ置し、事務室にコール親機を設置する。

事務室にLAN用モジュラージャックを設置、配線は空配管とする。

事務室に電話用モジュラージャックを設置、配線は空配管とする。

各居室、共用部、トイレに適宜設置する。

誘導標識

JIS照度基準を参照し部屋別に適正照度を確保する。

LED

単相�3線式�100。Q00V

−

電気設備概要

15項�事務所

別途工事 鶴岡市水道�別途工事

非接触式自動水栓式

建物竪樋からの雨水をによりグランド側溝に放流する。

—

北側設置汚水桝に接続

地震地域係数Z＝0．9

冷暖房（事務室、会議室、更衣室）：ルームエアコン

消火器 第五種消火設備（粉末消火器10形）� 任意1個設置（別途工事）

大便器
フラッシュタンク式洗浄方式とし、待ち時間の短縮をはかる。

便座は温水洗浄便座とし、一部幼児用補助便座を配置する。

付室：第三種換気
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スロープ

スロープ

女子更衣室 屋外通路

器具庫

バリアフリートイレ

手洗い

足洗い

スロープ スロープ

エントランスホール男子更衣室

廊下

ﾐﾆｷｯﾁﾝ 

女子トイレ

男子トイレ

事務室

会議室

自動販売機

吐水口回転形横水栓 紙巻器

大便器

バック付掃除流し

衛生器具表

設置場所 品名 摘要 数量 単位 参考品番(TOTO)

バリアフリートイレ

L形手すり SUS鋼管樹脂被覆、L=700、前出120 1 組 T112CL10

オストメイト対応ユニット 汚物流し、シャワー、電気温水器組込(AC100V-0.6KW)、鏡キャビネット 1 組 XPSA71C71WW

フィッティングボード 壁面付、寸法400W×560×560H 1 台 YKA41R

ベビーシート 参考寸法690×265(使用時815)×800H 1 組 YKA24N

全身鏡 300×1500×16 1 枚 YMK50K

化粧鏡 360×1100×16 1 枚 YMK51K

可動式手すり SUS鋼管樹脂被覆、はね上げ式、L=700 1 組 T112HK7

吐水口回転形横水栓 13mm(寒冷地用) 1 個 T200SUN13

壁掛洗面器 自動水栓、水石鹸入付 1 組 L270CM+TLE33SB4A(AC100V)+TLK05202J

大便器 掃除口付防露便器、フラッシュタンク式、洗浄便座(AC100V) 1 組 CFS498BC+TCF5841AUP

手すり SUS管樹脂被覆一文字形,400L×27Φ 1 組 YYB10

紙巻器 ステンレス製棚付二連ワンタッチ式 1 個 YH702

背もたれ ソフトタイプ背もたれ 1 組 EWC383CR

カウンター式洗面器 自動単水栓(AC100V)+水石鹸入れ付 5 個 LS351C/M+TLE25SS1A+TLK05202J

カウンター用手摺 34Φ×500L SUS被覆 2 組 M268N

バック付掃除流し 水栓、排水金物1式 1 組 SK22A+T23AEQ20C

ベビーチェア 平壁型寸法300W×250D×750H 2 組 YKA15S

化粧鏡 360×1100×16 5 枚 YMK51K女子トイレ
吐水口回転形横水栓 13mm(寒冷地用) 1 個 T200SUN13

大便器 掃除口付防露便器、フラッシュタンク式、洗浄便座 (AC100V) 9 組 CFS498BMC+TCF5534AE

幼児用補助便座 樹脂製4分割折たたみ、外形29cm×34.4cmm 5 台 Jio,Jio

洗面器L形カウンター はめ込み洗面器5個用、全長4800 奥行き450  1方向エプロン 2分割組立て 1 組 マーブライトカウンターMLUA450

紙巻器 ステンレス製棚付二連ワンタッチ式 9 個 YH702

カウンター式洗面器 自動単水栓(AC100V)+水石鹸入れ付 4 個 LS351C/M+TLE25SS1A+TLK05202J

カウンター用手摺 34Φ×500L SUS被覆 2 組 M268N

ベビーチェア 平壁型寸法300W×250D×750H 2 組 YKA15S

化粧鏡 360×1100×16 4 枚 YMK51K

吐水口回転形横水栓 13mm(寒冷地用) 1 個 T200SUN13

男子トイレ 壁掛けストール小便器(CO付) 自動洗浄弁、掃除口付 (AC100V) 7 組 UFS900JCS

大便器 掃除口付防露便器、フラッシュタンク式、洗浄便座 (AC100V) 5 組 CFS498BMC+TCF5534AE

小便器用手すり ステンレス製樹脂被覆 W600×L550 1 組 T112CU22

幼児用補助便座 樹脂製4分割折たたみ、外形29cm×34.4cmm 5 台 Jio,Jio

洗面器L形カウンター はめ込み洗面器4個用、全長4200 奥行き450 1方向エプロン 2分割組立て 1 組 マーブライトカウンターMLUA450

紙巻器 ステンレス製棚付二連ワンタッチ式 5 個 YH702

手洗い・足洗い 吐水口回転形横水栓 13mm(寒冷地用) 6 個 T200SUN13

吐水口回転形横水栓 ×3

×3

×1

幼児用補助便座

×4

×4

×5ベビーチェア
×2

カウンター式洗面器

洗面器L形カウンター

化粧鏡

カウンター用手摺 ×2

×1

×5

×5

幼児用補助便座
×5

ベビーチェア
×2

横水栓
×1

壁掛け小便器 ×7小便器用手すり
×1横水栓

×1

化粧鏡 ×4

カウンター式洗面器 ×4

洗面器L形カウンター ×1

カウンター用手摺 ×2

可動式手すり 背もたれ

手すり

全身鏡
大便器

化粧鏡

壁掛洗面器

×1

紙巻器

L形手すり

横水栓

フィッティングボード

オストメイト

ベビーシート

×1

×1

×1×1×1

×1

×1

×1

×1

紙巻器大便器

紙巻器大便器

設備機器

a

b

Th

防振装置

設備機器

a

b

Th

防振装置

設備機器
b

Th

防振装置

天吊り形設備機器の耐震振れ止め方式と支持要領�（チャンバー類、フードを含む）

振れ止め方式� イ ロ ハ

吊りボルト方式に 左記取付条件を 形鋼等による

項��� �目 よる耐震振れ止め支持 満たせない場合 耐震振れ止め支持

耐震振れ止め支持

要領図

�設備重量 100 kg�未満 100 kg�未満 100 kg�以上
取 �Th 吊り長さ寸法 0.3m ≧ Th m ＜ 1.0m 1.0m ≦ Th m ＜ 1.5m 1.5m ≦ Th m

�a       寸法  a m ≦ 0.1m  a m ≦ 0.1m ─
付 �b       寸法  b m ≦ 0.25m  b m ≦ 0.25m  b m ≦ 0.25m

�吊り材・斜材 吊りボルト  M10、M12 吊りボルト  M10、M12 ─
条 �形鋼等の選定 ─ ─ 耐震計算による

�耐震クラス     A�・�B  A�・�B A ・ B ・ S
件 �安全性の分類 乙類 乙類 甲類・乙類

※ 防振装置が設置されない場合 b寸法は�0.1m以下とする。

※ 原則鋼製インサート、先付けアンカーボルト、及び通しボルトを使用する。

�� � やむお得ずメカニカルアンカーを使用する場合はおねじ式を使用する。

※ 上記の耐震振れ止め支持方法については、耐震施工計画書を作成し、監理者に提出、承認を受ける。

( 適用  B )

工�事�区�分�表

空調換気�その他設備器具取付

配管ピットの築造

配管、電気の各シャフト築造

吊りボルト、及びインサート工事

設備スリーブ、外壁貫通部の防水処理

管、ダクトの壁、床の貫通部の補修工事

吸入、吹出器具取付に伴う天井切込並びに補強

ドアガラリ

消火器の設置工事

動力盤、電灯盤

設置用機器の基礎工事

※○

○

給排風機取付工事

同上スイッチ配管、配線

エアコン電源工事

同上屋内機、屋外機渡り配線工事

雨水GL以降の配管工事

手摺

水道メーター取付

ミニキッチン取付

流し排水トラップ

ミニキッチン混合栓

足洗い場・手洗い場工事

同上 水栓、排水金物及び配管接続 

機械

○

○

33

幼児用補助便座

天井点検口

床下点検口

埋込照明器具開口補強

埋込照明器具開口4

3

2

1

NO

5

6

7 鏡

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31 ※○

○

○

※○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○○○

○

○

○

○

○

○

○

○

電気建築工事箇所 別途 備��������� �考

市販流しは付属品

※強弱機能付形はスイッチ支給

※グランド側溝に放流

※トイレ衛生器具回り

ミニキッチン配線・配管接続 ○

○ ミニキッチン付属品

洗面器カウンター ○

リモコンスイッチ及び配線共

○水道加入金

32

電気温水器 ○
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1級建築士 第� �169159     号 菅� �原� �英� �介

鶴岡市日出一丁目16−1

菅原設計株式会社

TEL 0235(22)1848   FAX 0235(22)1840

山形県知事登禄(1311)第1815号

R8.03.24
1：200（A3）
1：100（A1）

配置図

M—04
鶴岡市人工芝グラウンド整備機械設備工事(管理棟)

サブコート

�管�理�棟�

メインコート

車椅子駐車スペース

3on3コート

駐車場-3

スロープ スロープ

スロープ スロープ

女子更衣室
屋外通路

器具庫

バリアフリートイレ

手洗い

足洗い

スロープ スロープ

エントランスホール男子更衣室

廊下

女子トイレ

男子トイレ

事務室

会議室

自動販売機

側溝

側溝

25

50 502
5

以降M-05 図参照

2
5

2
5

30 5030

止水栓(別工事)

埋設標(樹脂製)

2
5

(本工事)

以降M-05 
参照

止水弁へ接続

水抜栓40φ(女子トイレ)
水抜栓50φ(事務室+バリアフリー+男子トイレ)

埋設標(樹脂製)

埋設標準図

自由長さ
ゆ
る
く

1m 自由長さ

・管材料自体の可撓性による
地盤沈下対応

適用管材− 水道用ポリエチレン管

ヤーン
コーキング材

塩ビ管スリーブ

ピット 外

GL
PP

水抜き栓

桝類

建物周辺埋設配管建物導入部要領 �地中梁貫通（ピット部）

埋設物表示参考図

100

※保護砂埋戻（現状GLまで本工事）

※根切良質土埋戻(別工事)

W

完
成

根
切

深
さ

 H

▽管底深さ H < -1500 W=1000
▽管底深さ H > -1500 W=600+管径

埋設表示テープ

約150mm

直堀工法

d

100
d

埋設シート

給水用（青）

水

埋設表示ピン

1
5

0
m

m

水→

管下部クッション厚 100mm
管上部クッション厚 100mm

作  業  ゆ  と り  幅 300mm
管������ �径 Фmm

根�  切�  底�  幅 作業ゆとり幅+管径W

d

・壁面から1mの間に差込
� み継手を最低1個設ける。
・差込み継手とはベルジョ
�イントタイプのものを
�指す。

適用管材−VU(排水)

配管土工事についての特記。

・下図に配管埋設の標準断面を示す。

※・施工は時の地盤高は	
 M-08図に示す現状	
 GLを想定し、根切り深さ、土被り厚は現状GLによる。

・埋め戻しは別記の通りとし、保護砂は水締めを十分に行う。

・深さ1.5m以上の掘削を行う場合及び地盤崩壊や周辺の状況により危害防止支障があるときは、山留めを設ける。

・埋設表示は、給水管に行う。

・呼び径が200A以下の埋設配管は、根切数量全て埋め戻すこととし、残土はないものとする。

50

150 150

1
5

0
1

5
0

以降M- 図参照

1
0

0

1
0

0

150 150

100
100

100

7
5

別工事

別工事

50

50

水抜栓25φ(外部流し)
（地面ハンドホール）

水抜栓ハンドル(壁)

50

50

50

50

側溝穴あけ補修
50Φ

側溝穴あけ補修
50Φ

側溝穴あけ補修
50Φ

側溝穴あけ補修
50Φ

側溝穴あけ補修
50Φ
側溝穴あけ補修
50Φ

塩ビ掃除口50φ

塩ビ掃除口50φ

塩ビ掃除口50φ

塩ビ掃除口50φ

塩ビ掃除口50φ

7
5

7
5

7
5

7
5

7
5

7
5

7
5

7
5

7
5

7
5

7
5

7
5

7
5

側溝穴あけ補修
75Φ

側溝穴あけ補修
75Φ

側溝穴あけ補修
75Φ

側溝穴あけ補修
75Φ

側溝穴あけ補修
75Φ

側溝穴あけ補修
75Φ

側溝穴あけ補修
75Φ
側溝穴あけ補修
75Φ

側溝穴あけ補修
75Φ

側溝穴あけ補修
75Φ

側溝穴あけ補修
75Φ

側溝穴あけ補修
75Φ

側溝穴あけ補修
75Φ

側溝穴あけ補修
75Φ 側溝穴あけ補修

75Φ

側溝穴あけ補修
75Φ
側溝穴あけ補修
75Φ

塩ビ掃除口75φ塩ビ掃除口75φ塩ビ掃除口75φ塩ビ掃除口75φ塩ビ掃除口75φ

塩ビ掃除口75φ

塩ビ掃除口75φ塩ビ掃除口75φ塩ビ掃除口75φ塩ビ掃除口75φ塩ビ掃除口75φ塩ビ掃除口75φ 塩ビ掃除口75φ
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1級建築士 第� �169159     号 菅� �原� �英� �介

鶴岡市日出一丁目16−1

菅原設計株式会社

TEL 0235(22)1848   FAX 0235(22)1840

山形県知事登禄(1311)第1815号

R8.03.24
1：100（A3）
1： 50（A1）

衛生設備図

M—05
鶴岡市人工芝グラウンド整備機械設備工事(管理棟)

(樹脂蓋部)(鉄蓋部 防護ハット)

小口径インバート桝施工要領（標準）

樹脂製蓋（T-2）

立管VUΦ+200

砕石
立管VUΦ

台座ﾘﾝｸﾞ(FC)

VUΦ

内蓋(塩ﾋﾞ製)

鉄蓋防護ハット(T-8)

沈下防止

保護材

立管VUΦ

底板300□×60t

汚水桝リスト

保護砂

桝底汚水排水管

汚水配管リスト

(口径)─(桝径 )×( 深さ)   ( 桝蓋 )(  番号  ) (  桝形式  )

1� �〜� �2   100-3.08m (2.0/100)

3� �〜� �3    100-1.24m (2.0/100)

3� �〜� �4    100-11.96m (2.0/100)

4� �〜� �5    150-1.18m (2.0/100)

5� �〜� �1    150-7.51m (2.0/100)

2�� �小口径塩ビインバート桝�100ー150Φ×594H 樹脂蓋付(T-2)

3�� �小口径塩ビインバート桝�100ー150Φ×618H 鉄蓋付(T-8)

4�� �小口径塩ビインバート桝�150ー200Φ×858H 鉄蓋付(T-8)

5�� �小口径塩ビインバート桝�150ー200Φ×881H 鉄蓋付(T-8)

1�� �小口径塩ビインバート桝�100ー150Φ×532H 樹脂蓋付(T-2)

接続桝

( 口径- 距離     勾配)(区間)

砕石材

路盤工事

埋戻材

(別工事)

(別工事)

砕石材

路盤工事

埋戻材

(別工事)

(別工事)

仕上工事
(別工事)

仕上工事
(別工事)

▽現状GL

▽設計GL

約300
( 後工事 )

平 面 詳 細 図�S＝1/50

Y9 Y38 Y41 Y42 Y44
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4,545

909 909 909 909

3,636

909 909 909 909

3,636

909 909 909 909

4,545

909 909 909 909

1,818

909 909 909 909 909 909 909

10,908

909 909 909 909 909 909 909 909

3,636

909

909 909 909 909

5,454

909 909 909 909 909

4,545

909909 909 909

3,636

909 909 909 909

3,636

909 909 909 909 909

4,545

909 909 909

1,818

909 909 909

2,727

909 909 909 909 909 909

8,181

909 909 909 909 909 909

3,636

909 909

909

Y0 Y1 Y2 Y3 Y4 Y10 Y11 Y34 Y38 Y39 Y40
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0
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9
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9
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0
9

9
0

9
9

0
9

7
,2

7
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9
0

9
9

0
9

9
0

9
9

0
9

38,178

38,178

X0

X1

X2

X3

X4

X6

X8

X10

X11

X13

地盤改良ライン

地盤改良ライン

竪樋

竪樋

スロープ スロープ

スロープ スロープ

女子更衣室 屋外通路

器具庫

バリアフリートイレ

手洗い

足洗い

スロープ スロープ

エントランスホール男子更衣室

廊下

ﾐﾆｷｯﾁﾝ 

女子トイレ

男子トイレ

事務室

会議室

自動販売機

（床下ピット）

（床下ピット）

（床下ピット）

WHE-12F

25P

2
0

V
D

C-50

50V

50V

50V

50V

側溝放流

C-50

2
0

V
D

MT25φ×600H

弁筐 VC-P

2
0

V
D

C-50

C-50

SNB-50

20GV

20Φ×600

以降M-04 図参照

1
3

k

以降M- 04図参照

ドルゴ通気弁100

100V

100V

65V

65V 65V

100V

1
0

0
V

1
0

0
V

1
0

0
V

40V
40V

6
5

V

7
5

V
5

0
V

7
5

V

5
0

V

5
0

V

50V

7
5

V

7
5

V

75V

40V

40V

100V

1
0

0
V

75V

100V

100V100V

6
5

V

7
5

V
5

0
V

30V

65V

, 65V100V

低水位ドルゴ通気弁30V

ドルゴ通気弁65V

COA50

40V

COD100 COD100

COD100

COD100

150VU

30V

COD100

5
0

V

7
5

V

65V

40V

50P

5
0

P

GV40 GV50

32A 32A 32A

32A 32A32A

5
0

A
5

0
A

32A32A32A

3
2

A

13BAV

立上りストレート止水栓13φ

50A 50A 50A

水抜栓50φ×800L
� �RMハンドル式

水抜栓40φ×800L
� �RMハンドル式

4
0

A

1 2

3 4 5

75V

5
0

A

20GV

SNB-50(水抜き)

足洗い

C-50(グレーチィング上バ)

（ミニキッチン内）

サヤ管50VU

COD100

COD100

（天井内）

（天井内）

1
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20k

WHE-12F

電気温水器

据え置き形12Litタイプ

先止め形

排水ソケツト、連結管等付属品1式

単相100V-600W

参考品番：RES12AR

2
0

V
D

2
0

V
D

( 付記号 ) ( 材料名 )

VU 硬質塩化ビニール管(薄肉)

VP 硬質塩化ビニール管(厚肉)

架橋ポリエチレン管(保温付)K

VB 塩ビライニング鋼管(内面)

塩ビライニング鋼管(内外面)VD

水道用ポリエチレン管P

COD 掃除口兼用排水口

保温仕様 d・（ハ）・VII

自在継手75V

自在継手100V

2
0

k

1
3

k
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空調設備

M—06
鶴岡市人工芝グラウンド整備機械設備工事

平 面 詳 細 図�S＝1/50
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X0
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X3
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X6

X8
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X13

DG DG

DG

スロープ スロープ

スロープ
    1/15

スロープ

女子更衣室

屋外通路

器具庫

バリアフリートイレ

手洗い

足洗い

自動販売機

スロープ スロープ

エントランスホール

廊下

女子トイレ

男子トイレ

事務室

会議室

会議室

軒屋根

軒屋根

ACP-6.3WR ACP-6.3WR ACP-8.0CK4 ACP-8.0CK4 ACP-8.0CK4

ACP-8.0CK4
屋内機

ACP-8.0CK4
屋内機

R

R

R

R
D

D

D

D

RS

RS

RS

RS

 /
/ 

 /// 
＼

R
D

 /// 
＼

 /
/ 

 R  D 

ドレン
トラップ

 R  D 

ドレン
トラップ

 R  D 

ドレン
トラップ

BA-1

ドレン浸透桝

 /
/ 

RS

 /
/ 

 // 

ACP-6.3WR
屋内機

DP

BA-2

ドレン浸透桝

ドレン浸透桝

 R  D 

ドレン
トラップ

25 25

ACP-8.0CK4
屋内機

�空�調�機�器�表

機器番号 機器名称
機器仕様 消費電力(WorKW)

台数 設置室 参考型番
機器形式 能力 付属品、その他 電源 定格能力時最大値

ACP-6.3WR  ルームエアコン  壁掛形ヒートポンプ  冷房能力5.6KW/暖房能力6.3KW 有線リモコン付 単相200V 1.62KW 1  会議室  PKZ-ERMP63SK5

ACP-6.3WR  ルームエアコン  壁掛形ヒートポンプ  冷房能力5.6KW/暖房能力6.3KW 有線リモコン付 単相200V 1.62KW 1  会議室  PKZ-ERMP63SK5

ACP-8.0CK4  ルームエアコン  天井カセット形4方向  冷房定格7.1KW/暖房定格8.0KW ドレンアップ機構、有線リモコン付 単相200V 2.01KW 1  男子更衣室  PLZ-ERMP80SH5

ACP-8.0CK4  ルームエアコン  天井カセット形4方向  冷房定格7.1KW/暖房定格8.0KW ドレンアップ機構、有線リモコン付 単相200V 2.01KW 1  事務室  PLZ-ERMP80SH5

ACP-8.0CK4  ルームエアコン  天井カセット形4方向  冷房定格7.1KW/暖房定格8.0KW ドレンアップ機構、有線リモコン付 単相200V 2.01KW 1  女子更衣室  PLZ-ERMP80SH5

BA-1 コンクリート基礎 ACP-8.0CK4用 2500(L)×700(D)×300(H) 1 屋外西側

BA-2 コンクリート基礎 ACP-6.3WR用 3400(L)×700(D)×300(H) 1 屋外西側ACP-8.0CK4用

上表屋外機基礎仕様参照

上表屋外機基礎仕様参照

C

C

A

C

D

E

D

E男子更衣室 E
E

E

R
D

A

B

DP
 R  D 

ドレン
トラップ

B

D

ACP-6.3WR
屋内機

─────

種別 冷媒管(1) ドレン管(2) 電源信号線(3) アース線(4) リモコン線(5)

記号 (液φ×ガスφ) (φ) (mm) (mm) ( mm2 )

A 6.35×12.7 1.6-3C 1.6

B 6.35×12.7 20 1.6-3C 1.6

（1） 冷媒用被覆銅管

凡

（2） 断熱ドレンホース

（3） 600V絶縁ケーブル EM-EEF

例

（4） 600V絶縁電線 EM-IE

（6） 樹脂配管カバー(指定色)

A

B

（1）

（2）

（3）
（4）

 R 

 D 

D

9.52×15.88

25 1.6-3C 1.6 ─────

B

A
（1）

（3）
（4）

B

B

9.52×15.88

C 25 1.6-3C 1.6 ─────

20 ─────

エアコン配管、配線リスト

D
（5） 制御用ケーブル EM-CEEE

───── ───── ───── 1.25-2C─────E

75×63

カバー(6) 備考

( A ×  B )

100×70

─────

─────

外壁立下げ

外壁立下げ

冷媒配管共巻

冷媒配管共巻

※PF-16 ※間仕切壁内

冷媒配管共巻

冷媒配管共巻

（6） （2）
（6）

 /// 

＼

 // 

ドレン浸透桝

200Φ

砕石

▽設計GL

VP穴明け加工

砕石

H

ドレン

3
0

0
1

0
0

塩ビ製T-2型

▽現状GL

約
3

0
0

※1桝深さ H=635
※2桝設置の土工事は現状GLより施工

※1
※2

屋外機の塩害防止

運転騒音は製造者標準（屋内 40 db�屋外 55� db）以下とし敷地境界に於ける減衰量を計算により確認する。

屋外設計温度�（ 夏季  DB：33.4℃�RH：59.3% )  （ 冬季  DB：-1.9℃�RH：60.9% )

屋内設計温度�（ 夏期  DB：28.0℃�RH：成行   �  ) 

特記1)  機械の仕様はメーカーの仕様によるものとする。

( 形式 )

天井カセット形(1方向)=CK-1  同(2方向)=CK-2  同(4方向)=CK-4�天吊露出形=CR

隠蔽片ダクト形=CIS�隠蔽両ダクト形=CID�壁掛形=WR�床置露出形=FRV

定格暖房能力[ KW ]

（○�標準�） （○�耐重塩害�）（●�耐塩害�）

( 形番 )

（ 冬季  DB：22.0℃�RH：成行    )

エアコン共通事項

 [ ACP- ]：パッケージ空調機又はマルチパッケージ形空調機の屋内機

(設置形式)

 [ EHP- ]：マルチパッケージ形空調機の屋外機

※ JRA塩害防止仕様 

（適用項目部は ● 印）

屋外機の設置及び基礎
○ 壁掛機：壁面置台  取付壁内に補強材の取付。
● 平置機：平置台+ベースコンクリート基礎。  詳細は特記による。

屋外機の架台 要部材質及び表面処理：

● 転倒防止措置：適宜壁面つなぎ等の措置を行う。

架台を（ ●�設置する� �○ 設置しない ）

平置架台高 =  300    詳細は特記による。

防振架台を（ ○�設置する� �● 設置しない ）

耐震措置

( 屋内機 ) 機器固定部は防振ゴムを介し、ダブルナット締め。吊りボルト間は筋交い補強を行う。

( 屋外機 ) 機器固定部は防振ゴムを介し、ダブルナット締め。

電源供給 ● 屋外機へ供給(電気設備)

屋外機防雪フード （ ● 吐出側に取付） （ ○ 吐出側、吸込側両方に取付）

付属リモコン （ ● ワイヤードリモコン） （ ○�ワイヤレスリモコン）

集中監理 ○�

屋内機の標準機能 ドレンアップ機能を有する。 （壁掛け機を除く）

特記2)  能力表記はJISB8616表記。消費電力は定格時参考値とし、採用機を確認する事。

● [ 一般地向け ]について：外気温度(DB) 5℃程度まで定格暖房能力を維持可能機種。

空調機記号 ( 形式 )+( 形番 )+(設置形式)

�○ステンレス等●溶融亜鉛メッキ(HDZ40)

●�行わないON/OFFリモコン設置

● 屋内機へ電源重畳供給(機械設備) ○� その他

○ [ 寒冷地向け ]について：外気温度(DB)-10℃程度まで定格暖房能力を維持可能機種。

屋外機械基礎仕様 （適用項目部は ● 印）

捨てコンクリート 18N/mm2・18cm-25mm以下

基礎コンクリート 21N/mm2・18cm-25mm以下
鉄筋 SD295A

主�� �筋：D10-@200
配力筋：D10-@200

溶接金網：6.0Φ×100×100
はかま筋：�○ 不要�� �●�ひび割れ防止必要

基礎高さ  H GL+200
砕石厚さ�t t=100    (L < 900)

t=150    (900 ≦ L <  1500)
t=200    (L ≧ 1500)

アンカボルトの適用  ○  L形又はS形    ●   金属拡張式     ○  接着系
埋込み長さ:100〜40 mm(上記形式毎)

(L+200)×(D+200)
100 L × D 100

50
t

100

機械基礎

▽GL 均しコンクリート

基礎砕石

機�� �械

機械アンカー
100以上

H

凡� �例

○

○
●
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DG DG

DG

スロープ スロープ

スロープ スロープ

女子更衣室
屋外通路

器具庫

手
洗

い

足洗い

自
動

販
売

機

スロープ スロープ

エントランスホール男子更衣室

廊下

女子トイレ

男子トイレ

事務室

会議室

会議室

バリアフリー
トイレ

軒屋根

軒屋根

FE-1 FE-1

FE-1 FE-1

FE-2 FE-2

FE-3

FE-4

HEU-150CK

HEU-150CK

HEU-150CK

FE-5

[ エントランスホール ]
品名：給排気グリル
摘要：接続250Φ、鋼板製箱内貼付ユニット形、

風量：600m3/h

[ 屋外通路 ]
品名：給排気グリル
摘要：接続250Φ、鋼板製箱内貼付ユニット形、

風量：600m3/h
個数：  2 組

品名：ステンレス製屋外深形フード
摘要：排気側、防虫網付 300型
風量：1000m3/h

[ 器具庫外壁 ]

品名：ステンレス製屋外深形フード
摘要：給気側、防虫網付 400型
風量：1000m3/h

[ 器具庫外壁 ]

[ 器具庫 ]
品名：給気ガラリ
摘要：400□、鋼板製粉体塗装
風量：1000m3/h

給排気グリル

給排気グリル

給排気グリル

フィルター付 フィルター付

150φEA

1
0

0
φ

EA

1
5

0
φ

EA

1
5

0
φ

EA

EA
150φ

EA1
50φ

EA
1

5
0

φ

2
5

0
φ

O
A

150φOA

250φOA

1
0

0
φ

EA

150φEA

1
5

0
φ

O
A

排気口
ステンレス製屋外深形フード
150Φ ガラリ,防虫網付

給気口
ステンレス製屋外深形フード
150Φ ガラリ,防虫網付

1
5

0
φ

EA

1
5

0
φ

O
A

1
5

0
φ

EA

250φOA

シックハウス対策機械換気概要表 [法28−2−3]換気設備の義務付け

階
室名 床面積 平均天井高 気積 換気種別 法定換気量 給排気機による換気風量 給排気機

m2 H m m3 (m3/h) 換気回数(n') 給気(m3/h) 排気(m3/h) e(%) 換気回数(n) 図示記号 製品型番

会議室 39.658 2.70 107.08 第1種換気 32.12 0.30 150.00 163.04 92 1.40 HEU-150CK LGH-N15CX3

1 事務室 19.830 2.70 53.54 第1種換気 16.06 0.30 150.00 163.04 92 2.80 HEU-150CK LGH-N15CX3

e：有効換気量率(%)

換�気�機�器�表

機器記号 機器名
機器仕様 電� �動� �機

台数 設置室 参考型番
形式、種別 能力 付属品、その他 電源（相-V) 定格(W 、 KW )

FE-1  天井埋込形換気扇  低騒音形、サニタリ、一般用  150Φ×300m3/h×80Pa 金属製 単相100V 44W 1  女子トイレ  VD-20ZB14

FE-1  天井埋込形換気扇  低騒音形、サニタリ、一般用  150Φ×300m3/h×80Pa 金属製 単相100V 44W 1  男子トイレ  VD-20ZB14

FE-1  天井埋込形換気扇  低騒音形、サニタリ、一般用  150Φ×300m3/h×80Pa 金属製 単相100V 44W 1  男子トイレ  VD-20ZB14

FE-1  天井埋込形換気扇  低騒音形、サニタリ、一般用  150Φ×300m3/h×80Pa 金属製 単相100V 44W 1  女子トイレ  VD-20ZB14

FE-2  天井埋込形換気扇  低騒音形、サニタリ、一般用  150Φ×300m3/h×80Pa 金属製 単相100V 44W 1  女子更衣室  VD-20ZB14

FE-2  天井埋込形換気扇  低騒音形、サニタリ、一般用  150Φ×300m3/h×80Pa 金属製 単相100V 44W 1  男子更衣室  VD-20ZB14

FE-3  天井埋込形換気扇  低騒音形、サニタリ、一般用  100Φ×160m3/h×50Pa 金属製 単相100V 20W 1  バリアフリートイレ  VD-15ZP14

FE-4  天井埋込形換気扇  低騒音形、湯沸用  100Φ×100m3/h×60Pa 金属製 単相100V 23.5W 1  事務室  VD-13ZY14

FE-5  有圧換気扇  ステンレス製低騒音形  300Φ×1000m3/h×50Pa SUS製電動式シャッター、保護ガード、SW付属 単相100V 60W 1  器具庫  EF-30BSXC2-HC

HEU-150CK  熱交換形給排気ユニット  天井カセット形  150Φ×150m3/h×70Pa スイッチ付属 単相100V 69W 1  会議室  LGH-N15CX3

HEU-150CK  熱交換形給排気ユニット  天井カセット形  150Φ×150m3/h×70Pa スイッチ付属 単相100V 69W 1  会議室  LGH-N15CX3

HEU-150CK  熱交換形給排気ユニット  天井カセット形  150Φ×150m3/h×70Pa スイッチ付属 単相100V 69W 1  事務室  LGH-N15CX3

※全熱交換機の全熱交換効率は、JIS B 8628 に規定された

※風量調整は速調ノッチを適宜活用する。(付属機に於いて)

定格時エンタルピ交換効率とする。

凡�� �例

・室内給気口

・換気扇（天井付）

・外壁排気口（丸）

・外壁給気口（丸）

・外壁排気口（角）

・外壁給気口（角）

・室内排気口

・有圧換気扇（外壁付）

・換気扇（天井付給排気栓、全熱交換形）

ステンレス製屋外深形フード
ガラリ,防虫網付

（排気口、給気口明細）

圧力損失40pa以下
指定色塗装

ステンレス製屋外深形フード
ガラリ,防虫網付

（排気口、給気口明細�丸形）

圧力損失40pa以下
指定色塗装

排気用：防虫網

[ 姿�図 ]

ステンレス製屋外深形フード

（排気口、給気口明細�角形）

圧力損失10pa以下
指定色塗装

[ 姿�図 ]

防虫網付

（屋内天井付給排気口明細）

圧力損失20pa以下
[ 姿�図 ]

筐体：鋼板、グリル：プラスチック
給気用：フィツター、排気用：防虫網

OA

・シックハウス換気経路

EA

・外気取入れダクト（丸）

・排気ダクト（丸）

保温仕様�N・(イ)・XI

保温仕様�N・(イ)・XI
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大引鋼＠1，350以内

鋼製床束＠900以内

10

雪止めアングル（L−50×50×4）�3段
ステンレス

樋：フッ素樹脂塗装GL鋼板製
（ユキノキU6号同等品）
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